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開議 午後１時００分 

 

○議長（竹谷 勝君） 

  皆さん、こんにちは。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「第１号議案 豊能町教育長の

任命につき同意を求めることについて」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  こんにちは。 

  それでは、第１号議案、豊能町教育長の

任命につき同意を求めることについて、御

説明申し上げます。 

  本件は、教育長たる教育委員会委員の辞

職に伴う教育長の任命に際し、地方教育行

政の組織及び運営に関する法律の一部を改

正する法律による改正後の同法第４条第１

項の規定により、議会の同意を求めるもの

でございます。 

  このたび、現教育長である石塚氏を改定

後の新法に基づく教育長として引き続き任

命いたしたく、議会の御同意をお願いする

ものでございます。 

  現教育長の御住所は、豊能町ときわ台５

丁目６番地の１０、お名前は石塚謙二さん、

生年月日は昭和２８年１０月２４日でござ

います。 

  御同意賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  福岡でございます。 

  この教育長を教育委員長にするというよ

うな法律は、昨年７月に国で決まっており

ます。それ以降に石塚教育長は教育委員に

再選され、教育長になられました。なぜそ

のときに、７月の法律、国の法律の決まっ

ているのに、なぜこのようなことを４月に

するんですか。少なくとも去年のそれ以降、

教育長を任命したときにわかってなかった

んですか。これについてお聞きしたい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  この法律の改正というものは、実際その

ときにはわかっておりましたけれども、具

体的な話につきましては、まだ、国のほう

でも話が出てた中でございまして、その間

検討はしていった中でございます。今回そ

の４月１日、新たにこの制度を導入するに

当たりまして、今回、議会に新しく教育長

として今回同意を求めるということを上げ

させていただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  うそついたらいかん。うそや。国でわか

ってなかったかい。私、今、手元にありま

すわ。町からもらったやつ。平成２６年７

月１７日に文科省初等中等教育局長前川喜

平さんから、ちゃんとこの紙来てるじゃな

いですか。ちゃんときれいに書いてますわ。

いろいろなことをやりなさい、いろいろな

こと、これに注意しなさいって書いてます

よ。届いたのはそれより後かもしれません。

これはすなわち、都道府県知事並びに同都

道府県の教育委員会に届いた文書ですから、
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私どもみたいな小さい町には届くのおくれ

たかもしれません。しかし、少なくともこ

の間教育長が任命される前に届いてます。

違いますか。これについてお答えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  その法律の改正等、そういった資料につ

いては届いておりますけれども、今後、今

回のような形、旧制度での教育長が一旦任

期が切れると、それから４月にまた新たに

なるといった、こういった形のときに、具

体的にどういった形をするのかといったこ

とにつきましては、国等にも相談していっ

たとかいうことで、具体的にはというお話

を申し上げたことでございまして、その制

度が出てたというのは、それはそれで当然

出ておりました。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  またうそつくやろ。そんな細かく出てる

じゃないですか、ここに。読んでるでしょ

う、あなた。あなたのとこから出たやつや

で。議長ちょっとおかしい。出てるじゃな

いですか、ちゃんと。事細かに、何々注意

しなさい、教育長はこういう権限あります、

いろいろ出てるじゃないですか。しかもこ

の資料は町からもうたやつや。そんなうそ

ついてはいかんと僕は思う。違いますか。

出てるじゃないですか。覚えてないですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時０７分 休憩） 

（午後１時０９分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  ですので、そういった資料というのは出

ておりましたけれども、その時点で新たな

教育長制度、それを今の任期の中でどうい

うふうにするのか、これは２パターンござ

いまして、今そのままの任期いっぱいまで

していって、教育長が今度かわるとき、任

期がいっぱいになってから新たな制度を導

入するというパターンと、４月１日から導

入する、こういった二つのパターンがござ

います。それについてどうするかというこ

とを検討はしていたところでございます。

それについても大阪府なんかにも問い合わ

せもしながら進めてきたというところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。もう３回。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時１０分 休憩） 

（午後１時１０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  最後の質問です。 

  この２パターンは勉強して知りましたわ、

私も。そういうことは知ってます。しかし、

現実的な問題として、少なくとも、この法

律ができたときに、そのことは既にちゃん

とあなたの頭に入っておったはずや。入っ

てませんでしたんか。そうすると、今回の

チャンスとして、去年の、あれたしか１０
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月ごろだと思いますけど、教育長を選ぶと

きに、そこで切って新制度に移行するんか、

あるいはこの４月にやめさせてやるか、あ

るいはもうちょっと途中でやめさせてやる

かいうようなパターンがありますわ。何、

首振ってまんねんな。違ったらちゃんとき

ちっと言いなはれ。違いますか。僕の言う

てる意味わかってますか。町長。教育長が

やめるときには、そのときには一番、この

法律、チャンスですわ。チャンスやったん

ですわ。そこでやってるとこもようけあり

ますわ、それ以降、７月以降。全部これ４

月１日で、これは法律の中で４月１日以降

か、あるいは教育長にもう１年待ってもう

てでも構わないんですわ。わかりますかな。

二つだけのパターン違いますよ。もう一度

お答えください。少なくとも言わはった二

つだけのパターンと違いますよ。教育長は

４年間の間にずっとパターンがあるんです

わ。いつでもいいんですわ。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  昨年の時点では、今の、今のというか、

今の教育長制度で任命しなければいけない

というようなことになっておりましたので、

そのときはその旧の、旧のと今言うのはお

かしいかもしれません。現行の教育長制度

の中で選ばせていただいて、そのときに新

たな教育長を選ぶということはその時点で

はできませんでしたので、今回、３月に、

今、上げさせていただいているところでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  教育長の任期がまだ１年以上ですね。 

（発言する者あり） 

○１２番（高尾靖子君） 

  ３年あるということですので、それをな

ぜ急がなければならなかったのか、その理

由をお聞かせください。今回のこの新しい

教育行政について、どうして急がなければ

ならなかったのか、その点についてお伺い

いたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  これは４月１日から新制度が導入される

ということで、新制度にやはりいち早く乗

っていきたかった。 

  それともう一つは、基本は新制度に４月

１日からなるということで、元来その間に

も教育長さんの任期があるというパターン

については移行措置ということが一定設け

られているということもありましたけれど

も、基本的には新制度にのっとってやると

いうことが、私どもではそうすべきだとい

う判断のもと、今回、上程させていただい

ているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  石塚教育長も納得いうか、受け入れられ

たということで、これを進めたということ

でよろしいんですか。任期はまだ３年以上

あるにもかかわらず受け入れられたと。こ

の新地方教育行政の組織になるいうことで

の受け入れは、理解されてやめられたとい

うことでよろしいんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 
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  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  今おっしゃっていただいているとおり、

理解してということで、今、上程させてい

ただいているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  あとございませんか。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何点か、３点か２点かな、質問させてい

ただきます。 

  まず、なぜ経過措置ということで、今任

期、旧制度のままいけたものを新制度に乗

りかえたかということですね。いずれはし

ないといけないのは重々わかっているんで

すけど、今回の制度改革で大きく変わって

いくのは、首長が教育にもかかわっていく

ことになります。そのことに反対は特にな

いんですが、有権者の声も少しは反映させ

る必要があるのかなとも思ってます。ただ

唯一気になる点は、首長がかかわることに

よってマイナスにならないのかということ

ですね。つまり、教育に余り関心がない人

がトップになった場合、これまでの教育委

員会の積み重ねられてきた議論を混乱させ

るだけにならないのかということがとても

気になるんですね。その点を踏まえて、な

ぜ早めたということをお聞かせいただきた

いと思います。 

  それともう１点は、石塚謙二さんの紹介

ですけども、この石塚さんは初めて豊能町

で働いてもらうわけではないですね。もう

既に豊能町の、今、現行の教育長として尽

力してくださってますので、やはりそうい

った場合は町長のほうから、石塚さんの豊

能町における実績、そして、再度新たな教

育委員会制度における、新たに石塚さんに

お願いしようというわけですから、どうい

った点を評価して選んだのか、そして豊能

町の抱える教育のどういった課題を解決し

てもらおうとしているのか。町長が思って

いる教育のビジョンですね。施策を具体的

に進めるために石塚さんにお願いしたのか

というところをお聞かせいただけたらと思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。２点。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  なぜ早めたかというお話ですけれども、

これは基本的には法律が改正されて、これ

についてはいずれ全部変わっていくという

話でございます。そういったことから、私

どもとしては新たに改正されたものを本町

で導入することは、これはそうすべきだと

いうふうに判断して、今回やっております。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  ええ。ですから責任の明確化であります

とか、その辺については全員協議会のほう

でも説明差し上げてますので、それは説明

差し上げているところでございます。 

  それと。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁は続けてください。 

○町長（田中龍一君） 

  ですからまずは、これまで教育長、教育

委員長ということで二つ長の方がいらっし

ゃったということで、これを教育長一本に

することによってより責任の明確化をする、

決定権を迅速化すると、そういったことご

ざいます。そういったことで今回、これは

いち早く導入するほうが我が町としてはい
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いことだということで判断して、今回至っ

たわけでございます。 

  それと、石塚教育長につきましては、皆

さん御存じのとおりでございますけれども、

新たに入ってこられて、さまざまな課題乗

り越えて、やっていただいております。中

でも今、小中一貫、保幼小中一貫というこ

とで検討を進めていっているということも

ございます。また、教育の基本であるわか

りやすい教育、こういったことについても

非常に精通しておられて、そういったこと

も一生懸命進めていただいている。ですか

ら教育の基本であるわかりやすい、誰でも

わかりやすい教育ということに、そういっ

た能力もお持ちであるということもござい

まして、私は石塚教育長が引き続き新たな

教育長としてやっていただくにはふさわし

い人物だという判断でお願いしたところで

ございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  石塚さんの評価については、多分我々の

議員もそれなりの、よくやってくれている

なというのはあるんですけど、やはり町長

におかれては、町長の右腕として携わって

尽力してくださったんですから、もう少し

そのわかりやすい教育というか、漠然とし

た感じではなくて、以前と比べて具体的に、

どういうふうなことを取り組んでわかりや

すく変えたんだと。２年間で、やはり何も

なく、その１本で２年きたわけじゃないで

すから、こういった試みをすることによっ

て生徒のほうからこういった声が出てるよ

とか、そういった部分でいうところ、もう

ちょっと細かく教えていただきたいんです

ね。やはり人事の一つですからね、もうち

ょっと、漠然とした思いやそういうのでは

なく、具体的に、議員の同意もそのほうが

しやすいわけですよ。もう既にこんなこと

いろいろやってくれてるな、じゃあこれか

ら新しい教育委員会制度においてもこうい

うことできてるな、やってくれるなという

期待感も持てますからね。できたらそこら

辺をもうちょっと、トップなわけですから、

そこら辺を教えていただきたいと思います。 

  それで、私が聞いているのは、いずれ変

えないといけないのはわかっているんです

よ。なぜそれを聞くかといいますと、ちょ

っと申しわけないんですけど、田中町長の

場合を見てみると、これまでの答弁の中で

漠然と教育のまちということは言われるん

ですけど、具体的にどうというのは正直聞

いたことがないんですね。就任直後にたし

か秋元前議員の質問において答弁されたこ

ともあるんですが、それは何か子どもたち

の作品をいろいろなコンテストに応募させ

るということでした。そうすれば締め切り

を守る大切さや、よい結果が得られたとき

の達成感があると、町長自身の経験からそ

うだということでした。もちろん個人の経

験は大切なのは理解してるんですけど、そ

れを自分の子どもに教育するのであればい

いんですけど、やはりそれを多くの、家庭

の方針では口出すことはできません。ただ

それが首長という立場でそういう感覚でい

るのはどうなのかなと。懸賞に応募するこ

ともいいですけど、やはり教育というもの

は王道があると思います。懸賞に応募する

というのはやはりおまけの部分かなという

ふうに思います。その答弁を聞いたときに、

やはり、余り教育においては関心がないの

かなというふうに正直多くの議員が思われ

たと思います。この点に関しては当時の小

川教育長のほうからも何回も指摘を受けて

たと思います。これだけは乗せてくれるん

だと、いろいろな、そういうところではい
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ろいろあったというふうに聞いてます。で

もそういった思いを言われるということが

教育委員会会議の中で、総合教育会議です

ね。今まで教育長や教育委員の中に首長が

入ることによって、今まで積み重ねてきた

そういったところから外れていくんじゃな

いか、そういった危惧をしてしまうんです。

そこら辺を踏まえて、早めることのメリッ

トはわかるんですよ。でも早めない、２年

という、これからだと３年という期間があ

りますよね。その３年の間に教育委員会だ

けじゃなくて、首長であり行政全体が教育

に関する準備をする期間でもあるのかなと。

教育委員会の説明では、もちろん大都市で

は教育委員会と教育長のいろいろなしがら

み、大津の件もありましたけど、そうでは

なくて、余り関心がないトップというのも

日本全国いっぱいおられますからね。そう

いった方の準備期間でもあるのかなという

ふうに感じてしまうんですよ。そういった

意味でもう少し、そのメリットというもの

をどう判断されたのか。法的にしたほうが

いいとか、そういうことじゃなくて、豊能

町において３年わざわざ早めたことのメリ

ットというものをどう考えておられたとい

うのを、町長自身の教育に対する考え方か

ら答弁していただけたらと思います。 

  それともう１点、説明の中では、この教

育委員会制度で責任の明確化というものが

あります。それで大津で起こったいじめの

問題とかも迅速に対応できるということを

説明ではありました。その場でも私、指摘

したかと思いますけど、それは制度ではな

くて人の問題じゃないのかなということは

その場でも答えさせてもらいました。そこ

でまた一つ気になるのが、町長のその責任

という言葉に対する姿勢ですね。何かどう

しても、申しわけないですけど責任という

ことを嫌う傾向があるのかなというふうに

感じるんですね。 

  先日まで行われてた環境問題特別委員会

の中でも責任というところ、責任はあるの

かないのかというと、明確にはなかなか答

えられないですね。どちらに責任があるの

かというのは、いろいろ話し合った上でと

いうようなとこで、多分議員からいろいろ

と、はっきりせんかいみたいなことはあっ

たと思うんですよ。そういった場合、いざ

何か起こったときに、責任をこうだってな

ったときに、またそれがマイナスにならな

いのかなという、そういった懸念もどうし

ても出てきてしまうんですね。ぜひとも再

度お聞かせいただけないでしょうか。 

  それともう１点は大綱に書かれているこ

と。一応文科省のほうから出てるものでは、

大綱の主たる記載事項は各地方公共団体の

判断に委ねられているものであるが、主と

して学校の耐震化、学校の統廃合、少人数

教育の推進、総合的な放課後対策、幼稚

園・保育所・認定こども園を通じた幼児教

育・保育の充実等とかいろいろ書いてある

んですけど、これは多分、今までと何ら変

わりがないのかなというふうに思えるんで

すね。だからそれをわざわざ早めるという

ことのメリットについて、今まで何回も、

いずれは変えないといけないから変えるん

だよじゃなくて、わざわざ早めたことのメ

リットをもう少し明確にお答えいただけま

すでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まず１点目の、石塚教育長の実績、こち

らにつきましてはもう皆さん御存じのとお

りですけれども、本当にこれまで文部科学

省におられたその実績、人脈等を生かされ
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て、筑波大学からわかりやすい授業のため

に先生を来ていただいて、講義をしていた

だいて、多くの豊能町の先生にわかりやす

い授業ということを教育いただいた。また、

その授業については、豊能町のみならず、

ほかの自治体からもぜひ聞きたいというこ

とでいらっしゃったということで、本当に

わかりやすい授業ということについては本

当にいろいろなノウハウも持っておられま

すし、人脈も持っておられますし、そうい

ったことについては、これは教育の基本、

わかりやすいということは基本、これは大

事なことですから、これについては非常に

やはり長けた方であって、この能力という

のは私は非常にすばらしいものだと思って

おります。 

  それともう一つ、ちょっと勘違いされて

はると思うんですけども、今回、先ほど首

長が入っての大綱とかの話、これについて

は教育総合会議が設置されるということで

ございますけれども、これにつきましては、

今回その新教育長制度に入る、入らないは

かかわらず、４月１日からこれは教育総合

会議ということで、大綱は私も一員として

入らせてもらってやるということですので、

それについてはそういった回答になります。 

  あとは先ほどの話ですけれども、もう一

つは大事な。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  責任はやはり、当然ながらこれはきちっ

と町政を実施していく、責任を持ってやっ

ていく、これが一番大事なことだと思って

おります。ビジョンにつきましては、これ

はやはりわかりやすいということも一つ大

きなことだと思っておりますし、先ほど申

しましたような、永並議員が申しましたよ

うな形で、私が過去に回答したようなこと

につきましても、やはり一定そういったこ

とも大事ではないかというふうに思ってお

ります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  結構自分の世界観というのを持たれてい

る方なので、過去に答弁したことも大事と

いうのはわかるんですよ。でもそれはあく

までも教育における生徒たちの評価の副産

物だと思ってるんですね。教育というのは

やはり、いかに授業の中で質を上げていく

か。子どもたちのいろいろな心・体・知の

力を上げていくか、そこをどういうふうに

整えていくのかというとこを、教育のまち

としては王道でいかないとだめだと思うん

ですね。やはりそういったところでいろい

ろな、懸賞に応募したらいいよとか、もち

ろんちょっとは重要かもしれないですけど、

やはりメーンはそこのほうで考えてもらう。

それをやはりかかわることで、若干のそう

いった不安というのがどうしても感じてし

まうので質問させていただいた次第であり

ます。 

  やはり教育長の経歴のすばらしさ、私た

ちもそれはもう十分理解しております。私

では見えない部分、町長とは一緒に、席を

ともにしてされてきたわけですから、客観

的に見ても何かこういうイベントしました

よ、こういうとこではしましたよじゃなく

て、教育の中でどういった、それが子ども

たちに浸透したか、どういった試みをされ

て、ちょっと教育委員会の意識が変わった

とか、そういった見えないところをお答え

いただきたいんですね。だってそうじゃな

いと、我々でも知っていることはわかって

いるんです。町長にはそこで見えないとこ

ろで説得する道具としてそれを聞いてるん

です。それが人事だと思いますので、そこ



 

 4－12 

を、何でこういう態度なんですかね。 

（発言する者あり） 

○９番（永並 啓君） 

  いやいや、町長が首かしげてへらへらし

てるので。これはどういうことですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時２８分 休憩） 

（午後１時３０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

○９番（永並 啓君） 

  人事については、見えないものというも

のは、我々が客観的に見えるものだけでは

なくて、一緒にともに仕事をされた立場だ

からこそわかることというのを情報提供と

して与えていただきたい。そういったこと

を、だって多くの一般的にされていること

は我々でもわかって、すごいなというふう

に思うんですよ。そうじゃなくて、さらに

中でしか見えないところで、こういった人

を選びたいというところで、町長の教育に

対する、豊能町の教育のまちというのを具

体的なビジョンとどう合致していくのかと

いうところをお聞かせいただきたいという

ところですね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  非常に、見えないところって難しいです

けれども、こちらにつきましては私どもと

も、教育長は今回の教育委員会の中でも非

常に密接に、いろいろな委員さんのかかわ

りを持って、いろいろな形で意見を聞かれ

ているというようなことも聞いております

し、私どもとも話をする機会なんかもこれ

までも設けていただいてます。そういった

ことからも、町もしくは教育委員会、これ

が一丸となって教育行政を進めようという

姿勢はこれまでからも私は非常に感じてい

るところでございましたので、そういった

ことからも今回は石塚教育長さんがやはり

このまま引き続き続けていただくというこ

とが、我が町としては適切であると判断し

て、今回お願いしたところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  橋本です。 

  今回この新教育長制度に乗りかえるとい

うことについては、たしかに時期の問題

等々あると思います。ただ、一方、責任が

明確になる、ダブルスタンダードのような

教育委員長、教育長ということではなくて、

１人の教育長に責任、実質的な権限等々も

与えられることで、責任が明確になるとい

うことは十分認識はしていますけども、逆

に言うと、その教育長の質等々によって大

きくゆがんだ決定等々がされる懸念という

のはないのかなというふうに逆に懸念して

るんですけど、そのあたりはどのようにお

考えでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そういった懸念というのはこの制度全体

として、これは我が町だけではなくて、全

体的にはそういう懸念はあるとは思います。

ただ、我が町の場合は、先ほど申しました

ように、これまでも教育長、教育委員さん

と密接に話を持たれて、いろいろな意見も

聞かれて進められていると。それのみなら
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ず、私どもともまた密接に話しさせていた

だいているといった視点から考えますと、

我が町では、石塚さんにおいてはそういっ

たことというのは私は考えづらいというふ

うに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  私自身、石塚さんのことではなくて、今

回この制度に乗りかえるという決断をされ

たということに対する話なんです。これは

別に石塚さんがどうこうではなくて、石塚

さんは僕も問題はないというふうには思っ

てますけども、もともとこの制度に乗りか

えるという判断をされたことに対してお聞

きしてるので、それについてもう一度お願

いしたいということと、あともう１点は、

この新教育長制度に変わることによって、

教育長が教育委員から外れられる、教育委

員の人数は４人になるというふうにお聞き

してます。ただ、教育委員の会議において

の議決権という意味でいくと、新教育長も

同じ位置というふうにカウントされ、結果

として５になるというふうにお聞きしてま

す。そうなったときに一つ懸念なのが、当

然教育長がこれからは議長役を務められる。

例えばこれが半々、２対２になったときに、

最終的に一番の権限を持っておられる、し

かもなおかつ事務の責任者のトップである

方が、最終その議決に加わるということ自

体が、その人の、最終、割れたときの判断

に委ねるということでは、僕は奇数という

のは好ましくないんじゃないかって個人的

に思ってるんです。そういう意味でいくと、

本来偶数にするということは、それは各市

町村等の権限でふやすことはできるという

ふうになってますけども、そのあたりはど

ういうふうにお考えですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  まずこの制度に早々と乗りかえたという

ことの理由ですけれども、これはちょっと

繰り返しになるんですけども、私どもの理

解では、この新たな法律が４月１日から施

行されるに当たって、本来基本的にはこの

制度に乗っかっていくものだと、改正です

から、国としては法律を改正したというこ

とですので、そういった意味から、今、教

育長さんの任期があるところについては、

暫定的な措置としてその期間については旧

のままでいってもいいですよと、そのかわ

り、その教育長さんの期限が過ぎれば新た

な制度に乗ってくださいというものですの

で、私どもとしては、国が今回改正された、

この趣旨にのっとっても適切であるという

ふうに感じ、これはそういった趣旨からも

早期に入れるということが大切だというこ

とで、今回お願いしているところでござい

ます。 

  それともう一つ、４人、今、奇数ですか。

今、４人、５人、奇数、これを偶数にすべ

きやないかという話ですけども、これはそ

れぞれの考え方があろうかと思いますので、

逆に私どもとしては奇数のほうが最終決す

るときに非常にわかりやすいという意味も

ございますので、私は奇数で、今のままで

いいのではないかというふうに思っており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  済みません。改めて御説明申し上げます。 
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  教育委員会、今中でございます。 

  新制度の体制なんですけども、これまで

教育委員が５名という定数なんですけども、

今回、教育委員会議、同じく新制度になっ

ても合議制の執行機関で、合議によって最

終決定されるんですけども、仕組みとして

は教育委員４人プラス教育長が、要は構成

員、５人の構成員には変わりございません。

ただ、座長が今まで非常勤の教育委員長で

あったものが常勤の教育長になるというと

ころで、そういった懸念をなさっているの

かと思うんですけれども、最終的には５人

の多数決という考えでいけば、どなたが座

長であっても最終決定権じゃなしに、要は

その議決に加われる５人ということで御理

解いただきたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  別にごめんなさいね、これ、石塚さんに

は申しわけないなと思ってるんですけど、

別に石塚さんに直接関係ないけど、制度の

ことに対してということです。 

  １点ちょっと、まだ二つ、先ほどの件で

質問します。 

  町長がおっしゃる、いち早く乗りかえた

ほうがいい、それも十分、そこは判断の分

かれるところなので、それに対してどうこ

う言うつもりはないんですが、ただ、以前

に聞くと、この広域連携でやっている３市

２町において、要は今回４月１日に乗りか

えるのは豊中市と豊能町だけで、あとの箕

面、池田、能勢については乗りかえないと

いうことで聞いてます。であれば、もしあ

ればでいいんですが、その辺、うちは町長

の判断でそうされた。それについては問う

もんではありませんが、もし情報があるの

であれば、その変えられなかったところの

大きな理由がどうだったのかというところ

についてお聞かせいただけますか。 

  あと、今中さんがさっき説明していただ

いたことに対しての質問ですけども、こう

いう理解でいいかだけをちょっとお聞きし

たいんですが、通常我々議会の場合やった

ら１４名のうち過半数いうことで、議長は

その議決の採決には入らないということに

なってて、最終、今、我々偶数ですからい

いんですが、これがもし仮に奇数の場合、

その議決の反対・賛成が分かれた場合は、

最終議長が判断するということになってま

すけども、教育委員会、今回、教育委員と

しては４名になります。ただ、教育委員会

議の議決権を持った人数としては５のまま、

５で一緒で、なおかつ仮に教育長が議長を

されても、その分については別に賛成・反

対が分かれたときではなくて、常にその賛

否には入るという解釈でいいのか、その点

についてお聞きします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  先ほど、新たな教育長制度に乗っている

のが豊中と豊能で、ほかはどうなのかとい

う話がございますけれども、これはやはり

ちょっとほかの話でございますので、やは

りそういったことについてはそれぞれの事

情があるということで、そこまでは、詳し

い話まではわかりません。ただ、我が町と

しては、これはやはりいち早くやるほうが

メリットがあるということで判断したとこ

ろでございます。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 
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  もう一度、その合議の採決の件でござい

ますが、私が解釈してる限りでは５人の合

議体ということになっておりますので、５

人ともが賛否を表明して議決するというこ

とで考えております。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ございませんか。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時４０分 休憩） 

（午後１時４５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  そのほかございませんか。 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  その、ほんだら最初から５ということで

よろしいですね。３と２になる可能性があ

って、２対２になることはないということ

でよろしいですな。それだけ確認します。 

  それと、改正法のどこに載ってるかいう

のを教えていただきます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後１時４６分 休憩） 

（午後１時４６分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  岩城重義議員。１回目。 

○７番（岩城重義君） 

  もう一回詳しく説明してほしいんですけ

ども、その５人が最初から５人ありきで、

２対２になることはないということでよろ

しいでしょうか。それでまた、どこにそう

いう文章として残ってますか。お教えくだ

さい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  お答えいたします。 

  先ほど５名の同時採決ということで御説

明させていただいたところですが、法律、

改正法を調べさせていただきましたところ、

教育委員会会議の議事は、可否同数のとき

は教育長の決するところによるということ

で、最後の採決ということになります。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  岩城重義議員。 

○７番（岩城重義君） 

  それであったら、先ほどのやつを訂正し

てもらう、訂正とおわびというか、お願い

いたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  改正地方教育行政の組織に関する法律改

正法、第１４条に基づくところで、可否同

数のときに教育長が決するということにな

っておりますので、訂正しておわび申し上

げます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 
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  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号議案は原案のとおり同意

することに決定をいたしました。 

  日程第２「第２号議案 地方教育行政の

組織及び運営に関する法律の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整理等に関

する条例制定の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第２号議案、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改正する法律の施

行に伴う関係条例の整理等に関する条例制

定の件について御説明申し上げます。 

  議案書の２ページから５ページをお開き

ください。また、条例の概要説明資料並び

に新旧対照表もあわせて御参照お願いいた

します。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法律の施行に

伴い、教育長等に係る規定を改正するもの

でございます。 

  条例の内容でございますが、まず第１条

は、豊能町職員定数条例の一部改正でござ

います。これは、新教育長が常勤特別職と

して位置づけられることから、一般職の職

員定数から教育長を削除するものでござい

ます。 

  第２条は、豊能町特別職報酬等審議会条

例の一部改正でございます。これは、新教

育長が常勤特別職として位置づけられるこ

とに伴い、特別職、報酬審議会の所掌事務

に教育長の給与を加えるものでございます。 

  第３条は、豊能町報酬及び費用弁償条例

の一部改正でございます。これは、教育委

員会委員長と教育長を一本化し、新教育長

として位置づけられることから、条例の別

表中、教育委員会委員長の項を削除するも

のでございます。 

  第４条は、豊能町特別職の職員の給与に

関する条例の一部改正でございます。これ

は、新教育長が常勤特別職として位置づけ

られることから、附則の減額措置を含め教

育長の給料月額の規定を特別職の給与条例

に加えるものでございます。 

  第５条は、豊能町特別職の職員等の退職

手当に関する条例の一部改正でございます。

これは、新教育長が常勤特別職として位置

づけられることに伴い、題名及び規定を整

理するものでございます。 

  第６条は、教育長の給与及び旅費に関す

る条例の廃止でございます。これは、第４

条の条例改正及び教育公務員特例法第１６

条が削除されたことに伴い、条例を廃止す

るものでございます。 

  次に、附則でございますが、附則第２項

は豊能町職員旅費条例の一部改正、附則第

３項は町長の退職手当の特例に関する条例

の一部改正、附則第４項は豊能町特別職の

職員の給与に関する条例及び教育長の給与

及び旅費に関する条例の一部を改正する条

例の一部改正でございますが、いずれも各

条例の改正に伴い、規定を整理するもので

ございます。 

  最後に施行日でございますが、この条例

は平成２７年４月１日から施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  橋本謙司議員。 
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○４番（橋本謙司君） 

  まずは今回、これ、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理等に関する

条例ということで、ここに上げられた一部

改正とありますけども、関係条例の整理に

当たる、この関係される条例というのはど

のように選定されたのか。これは多分文言

の整理なので、整理等々なので一部改正で

いいと思うんですが、先ほど議論に出てた

定数条例の制定というのは各市町村ででき

るというふうになってるようですけども、

教育委員の数ね、そのあたりについての検

討はどうされたのかお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  このたびの改正は、新教育長が常勤の特

別職になるということに伴うものが主でご

ざいまして、教育委員の定数そのものにつ

いては、今回の条例改正には含まれており

ません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  私もばかじゃないので、含まれてないの

は十分わかってます。じゃなくて、この国

の法律、上位法が変わることによって市町

村の関係条例を改定する、この一部改正は

十分理解してますよ。じゃなくて、町の場

合は３人以上というふうに決められるとい

うことで一応なってるようですけども、そ

の教育委員の数についての議論はどうされ

たのか。これはしょうもない議論かもわか

らへんけども、実質、私が思うのは、やは

り事務方のトップである、しかも提案する

トップがその議決の最終権限を持ってると

いうような状況にするのは、私はふさわし

くないんじゃないかっていうようなことで、

あえてこれ言うてるんです。それであれば

３と２にするべきじゃないんかな。結局、

新教育長も入れて６というのがふさわしい

んじゃないかという意味であえて聞いてる

んですけども、そのあたりの、まず検討さ

れたのかどうかということについてお聞き

したい。本来やったら、だからこれは、こ

の上位法が変わることによってのうちの町

の条例を変えるということであれば、そう

いうことも入っててしかりじゃないか。入

ってへんいうことは、その検討をされたん

ですねということを聞いてるんです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  数について具体的な検討はしておりませ

んけれども、ただ、これまで奇数というこ

とで、最終２・２になって最後教育長とい

うことですけれども、最終的には奇数で決

するということもあるので、これまでどお

りの数がふさわしいのではないかというふ

うに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  私これあえて、こんなしょうもないこと

をなぜ言うかというと、教育長、先ほども

僕質問したように、教育長の権限というの

が今までよりも高くなる、強くなるんです

よね。責任が明確になるイコール教育長の

独裁とは言いませんよ。石塚さんはそうじ

ゃない。けどこれからどういうふうに変わ

っていくかわかれへん中で、その教育長の

権限がすごく重たくなるのに、その２・２
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というケースがあるかどうかわかりません

よ。ただ、なったときに、もともと提案を

しているその実質の権限者、トップがその

採決に加わるということは、絶対に思うよ

うになるじゃないですか、そうなった場合

は。それが好ましくないんじゃないの、そ

れであればそういうふうな状況をつくらな

いような偶数にしておくほうが、なおかつ

それは新教育長は賛否が同数の場合しか加

わらへんということであれば、その賛否が

同数になるというケースを排除しておいた

ら、よりいいんじゃないんですかというこ

とで、あえて申し上げているんです。今が

どうこうじゃないんですよ。これからどう

変わっていくかわからない。多分石塚さん

の間はそんなことないと思いますよ。けど

やはり、仮に２・２になったときは、自分

が提案してるのに、それはやっぱりなしで

すねって言えませんよね。当然提案したや

つを通したいんだから、反対が２、賛成が

２、同数であっても、自分が提案したこと

は通るってなるから、それでいいのという

素朴な疑問なんです。この条例には直接的

には関係ないけども、ここには一部改正、

一部改正、一部改正って、法律改正に伴っ

てこういう条例改正がされているのにかか

わらず、そういうふうなものが出てきてな

いから大丈夫なのかと。多分検討してない

と思いますよ、それは。先ほどの答弁でも

二転三転するぐらいやから、してたらそん

なことにならへんと思いますからね。それ

も含めて、ほんまに大丈夫なんと。出ばな

くじきたくないですよ。４月１日からしっ

かりやっていこう、前向きにやろうとして

るのにこんなこと言いたくないけど、あえ

て言ってるのはそういうことなんです。検

討されてないのは今わかりました。きょう

私がこういうふうに申し上げたことに対し

てどういうふうに思われます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  そういった考え方もあろうかとは思いま

すけれども、やはり私は最終２・２になっ

たときに奇数で決するというのが、一定そ

ういった形ではいいのかなと思っておりま

すし。 

（発言する者あり） 

○町長（田中龍一君） 

  今の状態で私はいいというふうに判断し

ております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。質疑はございませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  この第２号議案、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理等に関する条

例制定に反対の討論をいたします。 

  首長の介入で、憲法が保障する教育の自

由と自主性を侵害するものになります。教

育委員会が形骸化することのないように、

教育の自主性、政治的中立性の確立を進め

ることを強く求めます。町民に開かれた教

育行政を進めるために、町民への説明責任

をしっかり果たす、町民の意見をしっかり

聞く、町民との十分な意見交換を行うこと

を求め、反対討論といたします。 

  以上です。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  ほか討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２号議案は原案のとおり可決

されました。 

  日程第３「第３号議案 教育長の職務に

専念する義務の特例に関する条例制定の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第３号議案、教育長の職務に専念する義

務の特例に関する条例制定の件について御

説明申し上げます。 

  議案書の６ページから８ページをお開き

願います。また、条例の概要説明資料もあ

わせて御参照願います。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の改正に伴い、教育長の職務に

専念する義務の特例に関し、必要な事項を

定めるものでございます。 

  条例の内容でございますが、教育長があ

らかじめ教育委員会の承認を得てその職務

に専念する義務を免除されることができる

場合を規定するもので、第２条第１項は研

修を受ける場合、第２項は厚生に関する計

画の実施に参加する場合、第３項は第１項

及び第２項のほか、教育委員会規則で定め

る場合とするものでございます。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の改正後の新法による新教育長

は特別職であるため、地方公務員法に規定

する職務専念義務の適用は受けませんが、

新法において教育長の職務専念義務の規定

が追加され、その規定では法律または条例

に特別の定めがある場合を除くこととされ

ているため、この条例を制定するものでご

ざいます。 

  なお、この条例は平成２７年４月１日か

ら施行いたします。 

  また、附則において一般職に係る同条例

の整理を行います。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。

ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第３号議案は原案のとおり可決

されました。 

  日程第４「第４号議案 教育長の勤務時

間、休日、休暇等に関する条例制定の件」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第４号議案、教育長の勤務時間、休日、
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休暇等に関する条例制定の件について御説

明申し上げます。 

  議案書の９ページから１０ページをお開

き願います。また、条例の概要説明資料も

あわせて御参照お願いいたします。 

  本件は、地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の改正に伴い、教育長は特別職

となり、かつ職務専念義務が課せられるこ

とから、教育長の勤務条件等に関し必要な

事項を定めるものでございます。 

  条例の内容でございますが、教育長の勤

務時間、休日、休暇、その他の勤務条件に

ついては、町長の事務部局に常時勤務する

職員で、一般職に属する者の例によるとす

るものでございます。 

  本件につきましても、先ほどの第３号議

案と同様、改正後の新法による新教育長は

特別職であるため、地方公務員法に規定す

る職務専念義務の適用は受けませんが、新

法には教育長の職務専念義務の規定が追加

されたため、この条例を制定するものでご

ざいます。 

  なお、この条例は平成２７年４月１日か

ら施行いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４号議案は原案のとおり可決

されました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後２時２０分といたします。 

（午後２時０７分 休憩） 

（午後２時２０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  今中教育次長。 

○教育次長（今中泰行君） 

  教育委員会、今中でございます。 

  まず、第１号議案で、私が教育委員会議

の採決の方法で訂正させていただいて御説

明させていただいたところですが、改めて

新旧法律の趣旨をもう一度確認いたしまし

た。旧のほうでの採決の方法ですが、こち

らのほうは出席委員の過半数をもって決す

るということになっておりますのが、改正

法では出席者の過半数ということで、こち

らのほうも、どちらも構成員としては教育

委員の５人であるか、教育委員と教育長を

足した５人であるかの違いは、人数の違い

はございませんで、決する方法としては５

人同時採決ということで同数にはならない、

奇数の場合は同数にはならないということ

です。改正前も同様のことで、最終は委員

長が決することになっておったんですけど

も、欠席者があった場合、開催要件を満た

している欠席者があった場合、同数になり

ますので、その際にはこれまで委員長が決

するところを新教育長の決するところにな

るという改正の趣旨で、最初から２対２で

最後教育長が決めるというのでなしに、最

初から５人の多数決という決をとりますの

で、改めて訂正しておわび申し上げます。 
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（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩。 

（午後２時２３分 休憩） 

（午後２時２４分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議員の皆さんにお諮りをいたします。 

  先ほど、新教育委員会制度に基づいて石

塚教育長が就任をされました。この際、御

挨拶をいただきたいと思いますが、この件

についてよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  では、石塚教育長、よろしくお願いしま

す。 

○教育長（石塚謙二君） 

  教育長、石塚でございます。 

  先ほどは４月からの教育長として町長の

お考えに同意をいただきまして、感無量と

いいますか、全会一致で認めてもらいまし

てありがとうございました。鋭意尽力した

いと思います。 

  私としますと、小さな町で、四つの小学

校と中学校が二つ、そしてこども園一つと

幼稚園、保育所、この９施設、そして社会

教育施設等々を担当しているものでありま

すけれども、教育面で言えばやはり児童福

祉も担当しておりますので、ゼロ歳からカ

バーして、そして中学生まで、これを円滑

にといいますか、連続的な、効果的な教育

をより一層進める、つまり保幼小中一貫教

育というものを進めて、本町の子どもたち

の確かな学力が身につくように頑張りたい

と思います。確かな学力というのはやはり

今で言う生き抜く力であります。 

  社会教育の面では文化スポーツ行政を預

かっておりますけれども、議員の何人かか

らお話になってますように、文化等々の方

針というものが余り十分明確ではないんで

すけれども、教育委員会としては、私とし

ては何らかの教育指針の中にそうしたこと

も含めながら、小さな町ですけれども、き

らりと光る文化スポーツ行政を進めていき

たいものと思います。 

  来年度、小中一貫教育等を今後どのよう

にしていくかということをまとめて考える

事業を想定しておりますので、そうした形

で町長、副町長、町部局とも相談しながら、

確かなビジョンをつくっていきたいものと

思います。 

  別なことですけど、私は特別支援の専門

としておりました。このごろ話題になって

おります、インクルーシブ教育という言い

方があります。どの人も排除しない、共生

社会を目指すという教育の方向性を示しま

す。これはとても重要な思想性であり、目

指すべき道と思います。本町においても行

政を進めていく上でそうした考え方を踏ま

えつつ取り組んでいきたいものと思います。

また、仕事の仕方として、教育委員会とし

て事務局として重要な情報を共有し、きち

んと協議をして、そして確かな意志決定を

して、それを実施し評価するということを

明確に来年度以降取り組みたいものと思い

ます。 

  皆さんがおっしゃるように、教育長の権

限はそう高まっているわけではないんであ

りますけれども、責任は高まりました。何

かあったら謝るのは私です。その辺は明確

に、自分として誤らないようにしたいと思

いますけども、そういう明確な責任がある

ということが示された法令となりました。

それを踏まえて努力したいと思います。ど

うぞよろしくお願いします。ありがとうご

ざいました。 

（拍手） 

○議長（竹谷 勝君） 
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  日程第５、第５号議案から第２９号議案

までを議題といたします。 

  これに対する各常任委員会及び特別委員

会の報告を求めます。 

  総務建設水道常任委員会岩城重義委員長。 

○総務建設水道常任委員会委員長（岩城重義

君） 

  それでは、平成２７年第１回定例会総務

建設水道常任委員会の報告を行います。 

  日時は平成２７年３月６日金曜日、午前

９時３０分より開会をいたしました。出席

者は７名、私と川上副委員長、永谷委員、

小寺委員、竹谷委員、福岡委員、高尾委員

と、委員外出席といたしまして橋本副議長

に出席いただきました。 

  それでは、平成２７年第１回定例会付託

案件について報告をいたします。 

  第１、第８号議案、豊能町土砂等による

土地の埋め立て等の規制に関する条例制定

の件でございます。提案説明の後、質疑に

入り、主な質疑を紹介いたします。 

  まず、この条例に関する規則は現時点で

示すことはできないのかとの問いに対しま

して、規則は現在作成中であり、高さにつ

いても規則で定める予定ですとの答弁でご

ざいました。 

  さらに、崩壊のおそれがある場合の改善

命令はどうするのかとの問いに対しまして、

改善の方法も規則で定めることになってお

りますが、すぐに改善命令ではなく、手順

を踏んで行うことになりますとの答弁でご

ざいました。 

  次に、周辺住民の合意はどうなっている

のかとの問いに対しまして、事前通知は必

要ですが、同意までは求めていませんとの

答弁でございました。 

  さらに、資力の判断はどうするのかとの

問いに対しまして、資力の判断は自己資金

もしくは融資証明書で行いますとの答弁で

ございました。 

  次に、施工業者と土地所有者の罰則等は

妥当なものかとの問いに対しまして、崩落

事故を考えますと軽いものと思われますが、

地方自治法の規定もあり、関係機関と協議

した結果でございますとの答弁でございま

した。 

  次に、この条例により町の責任が重くな

ったと考えられるが、町の体制で対応でき

るのかとの問いに対しまして、町としては

大阪府と協議会の設置を予定しており、府

の関係部署と協力して対応する予定であり

ますとの答弁でございました。また、大阪

府に人的支援を要請していますとの答弁で

ございました。 

  次に、所有者不明の場合はどうするのか

との問いに対しまして、現在まで不明及び

架空のものは確認できていませんが、懸念

される事例がある場合は宅建業者等に調査

を依頼するものと考えていますとの答弁で

ございました。 

  次に、規制の主な内容はとの問いに対し

まして、公的機関に関するもの、申請書類

の内容、水質検査の基準、埋立の構造等を

予定していますとの答弁でございました。 

  次に、土地所有者が死亡した場合どうな

るのかとの問いに対しまして、土地所有者

に異動があった場合についても規則で定め

ていきたいと思いますとの答弁でございま

した。 

  質疑を終了し、討論に入り、討論なし。

採決は挙手全員で可決されました。 

  第２、第９号議案、豊能町行政手続条例

改正の件につき、提案説明の後、質疑に入

り、第３４条３項の何人ともいうのは、例

えば中学生や外国の方も含まれるのかとの

問いに対しまして、そのとおりであります

との答弁でございました。 

  さらに、事例としてはどのようなものが
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あるのかとの問いに対しまして、環境保全

条例等が対象であると考えます。行政の指

導内容に対して、指導を受けた者が申し立

てをできるものであり、それについて拡充

したものでありますとの答弁でございまし

た。 

  また、大阪府と町の関係はどうなってい

るのかとの問いに対しまして、大阪府は府

の条例に基づく指導であり、町は町の条例

に基づく指導に対するものがそれぞれの対

象となりますとの答弁でございました。 

  質疑を打ち切り、討論なし。採決は挙手

全員で可決されました。 

  第３、第１０号議案、豊能町一般職の職

員の給与に関する条例改正の件。 

  提案説明の後、質疑に入り、大阪府や国

との人事交流は他の市町村も行っていると

思われるが、どうしているのかとの問いに

対しまして、本町では現在まで町の条例と

しての位置づけがなかったため、改正する

ものでありますとの答弁でございました。 

  また、府の場合の給与は既に決まってい

るのではないのかとの問いに対しましては、

大阪府については町と協議していますとの

答弁でございました。 

  さらに、町長の裁量権があるので給与は

上げられるということかとの問いに対しま

して、金額を上げるのではなく、金額その

ものは大阪府が決めていきますとの答弁で

ございました。 

  次に、町が給与カットを行っている場合

に、町に来られる府の職員の給与はどうす

るのかとの問いに対しましては、大阪府の

ときと同じ年間給与を下回らないよう、給

与条例に当てはめていきますとの答弁でご

ざいました。 

  討論はなし、採決は挙手全員で可決され

ました。 

  第４、第１１号議案、職員の管理職手当

に関する条例改正の件に入りました。 

  提案説明の後、質疑に入り、新たに減額

するのではなく、これまでの継続ではない

のかとの問いに対しまして、該当する期間

が終了するので、さらに必要があるため、

継続するものでありますとの答弁でござい

ました。 

  第６項と第７項の関係はどうなっている

のかとの問いに対しまして、第６項と第７

項の両方を適用される場合がありますとの

答弁でございました。 

  討論に入り、討論なし。採決は挙手全員

で可決されました。 

  次に、第１２号議案、職員の退職手当に

関する条例改正の件でございます。提案説

明の後、質疑に入り、早期退職制度の年齢

が４５歳になったことにより、優秀な人材

が流出することにならないのかとの問いに

対しまして、可能性としてはありますが、

本人の生活設計や考え方もありますので、

やむを得ないと思いますとの答弁でござい

ました。 

  さらに、今後の影響をどのように考えて

いるのかとの問いに対しましては、退職者

がふえた場合は新規採用等により適切に対

応しますとの答弁でございました。 

  次に、年代別の職員数を見ると３０代の

職員が非常に少ないと思うが、これで組織

としてよいのか、また、中途採用はしない

のかとの問いに対しまして、アンバランス

であることは認識していますので、途中採

用も考えていきたいと思っています。例え

ば社会人枠の採用について検討もしていま

すとの答弁でございました。 

  次に、早期退職者は再任用制度の対象と

なるのかとの問いに対しましては、定年退

職者のみが再任用制度の対象ですとの答弁

でございました。 

  質疑を打ち切り、討論に入りまして、討
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論なし。採決は挙手多数で可決されました。 

  次に、第１７号議案、平成２６年度豊能

町一般会計補正予算の件（関係部分のみ）

について、提案説明の後、質疑に入りまし

た。 

  町有地の売却が不調に終わっているが、

反省はしているのかとの問いに対しまして、

価格設定や周知について反省はしています

ので、次回は改良して実施をいたしますと

の答弁でございました。 

  次に、非常用発電設備が入札不調に終わ

ったが、仕様書は町職員が作成したのか、

または委託したのかとの問いに対しまして

は、町職員が見積書を参考にして作成しま

したが、電気関係の専門家がいなかったの

で電源切りかえが含まれていませんでした。

そのため、今回の補正予算で業務委託料を

計上することになりましたとの答弁でござ

います。 

  次に、マイナンバーに関する経費は国が

補助してくれるのかとの問いに対しまして、

項目によって国の補助率が変わりますが、

補助はありますとの答弁でございました。 

  さらに、クラウドは採用するのかとの問

いに対しまして、必要であれば検討してま

いりますとの答弁でございました。 

  討論なし。採決は挙手全員で可決されま

した。 

  第２１号議案、平成２６年度豊能町下水

道事業特別会計補正予算の件に入り、提案

説明の後、質疑なし、討論なしで、採決は

挙手全員で可決されました。 

  閉会は１２時ちょうどでございました。 

  以上で委員会報告を終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、福祉教育消防常任委員会永並啓委

員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  それでは、平成２７年第１回定例会、福

祉教育消防常任委員会の報告をさせていた

だきます。 

  開会、開催は平成２７年３月９日、午前

９時３０分から開会いたしました。委員は

全員出席でありました。 

  まず、第５号議案、豊能町子どものため

の教育・保育給付に関する利用者負担額を

定める条例制定の件につきまして、質疑と

いたしまして、幼稚園や保育所へ入れる世

帯に、より出産を促すようなビジョンは持

って、これに取り組んでいるのか、あるい

は近隣の町との競争力を十分持つもので、

住民がふえる一助となるのかという質問に

対し、子育て支援事業計画策定の際に実施

したアンケートの中で、今の制度が全員が

恩恵を受けられない、また、同時保育のみ

が適用されるのは不公平感がぬぐえないの

で、全体に反映される施策をという御意見

をいただいています。これを踏まえ、新制

度に当たっては、共通の利用者負担の考え

方を町が示さないといけないので、国の考

え方に準じ、保護者に大きな変動が生じな

いよう、バランスのとれた調整をしたいと

考えています。２人目が無料から半額にな

ったことで高くなった感じがいたしますが、

総額では値下がりをしているということで

ありました。 

  ほかに、今回の制度改正において、昨年

度と同様にするということを早く示すこと

ができなかった理由はという質問に対し、

平成２７年度の方針を町内部で相談する機

会を逃していたのは率直な反省点です。保

護者にとって先の見えない話はとても不安

だと思います。保護者説明会では口頭で、

今年度の保育料が大きく変わることがない

と、ただし、それは条例の中で決定されて

いくからということを伝えてはいるところ

でありますという答弁でありました。 
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  ほかに、新制度のシミュレーションをし

たときに、増になる人がふえたのか、それ

とも減になる人がふえたのかという質問に

対し、現在の世帯でシミュレーションした

分には、増になる方が７５世帯、減になる

方が１０４世帯ということでありました。

今のところは減になる方のほうが多いとい

うことでありました。 

  ほかに、多子世帯について、幼稚園では

第２子以降半額に対する経過措置がないと

いうことだが、なぜ保育所では経過措置を

して幼稚園ではしないのか。答弁といたし

まして、保育所保育料の設定額と、それか

ら幼稚園保育料は１万円の設定をしていま

すので、その違いから負担感を考え、経過

措置を保育所のほうには設けたという答弁

でありました。 

  ほかに、影響を受けるのは保護者なので、

保育所で経過措置を設けるなら幼稚園も同

様にするのが平等の観点からも無難であっ

たのではないか。なぜその区別をしている

のか、明確にしておかないと今後説明に困

ると思うがという質問に対し、収入の多い

家庭だと５万円や７万円になる保育料を半

額にするということは１万円を5,０００円

にするのに比べると大きいと考えて、幼稚

園では比較的金額が安いのでいいのではな

いかと考えたところであります。また、幼

稚園では半額となる対象範囲が小学校３年

生まで広がることにより、保育所よりもサ

ービスの幅が広がり、世帯数も高まったこ

と、これらをあわせて御理解いただきたい

と思い判断したということであります。 

  質疑を終結後、討論なし。採決の結果、

挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第６号議案、豊能町指定介

護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のため

の効果的な支援の方法に関する基準等を定

める条例制定の件につきまして、制定の理

由はわかるが、これを制定して何がどう変

わるのかという質問に対し、内容は変わり

ありません。今まで厚生労働省令で決めて

いた基準が、一部改正された介護保険法に

よってこれからは市町村で決めるというと

ころであります、という規定ですという答

弁でありました。 

  討論なし。挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第７号議案、豊能町地域包

括支援センターの人員及び運営に関する基

準を定める条例制定の件につきまして、こ

の条例は国の基準にのっとったものなのか

という質問に対し、今回の条例制定は国の

基準に従っています。地域の実情に応じて

少しは変えてもよいとはなっていますが、

豊能町の場合は生活圏域や人口、地形など

を考えると新たに定め直す必要はないとの

判断で、今回、国の基準どおりに条例制定

をさせていただきましたという答弁であり

ました。 

  ほかに、保健師や介護士を何人置くとい

う基準を国が定める基準で、町は将来的に

やっていけるのかという質問に対し、今回

は第６期の介護保険計画に基づいています

が、その中では国が示した基準の範囲内で

可能と考えている。しかし、第７期、第８

期の介護保険計画を策定する時期には高齢

者人口が急激にふえていきますので、職員

体制の充実を図らなければいけないと思い

ますという答弁でありました。 

  ほかに、この条例制定を機にどういうこ

とに取り組もうと考えているのかという質

問に対し、新年度から地域包括ケアシステ

ム構築に向けて事業展開します。在宅医療

と介護の推進、認知症施策の推進、地域ケ

ア会議の推進、生活支援サービスの体制整

備の四つですという答弁でありました。 

  ほかに、地域包括ケア会議について、１
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カ所だけ自治会と会合をもたれたと聞いた

が、その後の進展はという質問に対し、現

在はときわ台地区で開催させていただいた

地域ケア会議ですが、新年度からは各自治

会を回って、高齢者の現状や１０年後の姿

などを説明し、地域の方に危機感を持って

いただくよう、できるだけ早い時期に地域

に入って取り組んでいきたいと考えていま

すという答弁でありました。 

  討論なし。挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第１３号議案、豊能町立認

定こども園条例改正の件につきまして、質

疑といたしまして、第２条、こども園の利

用定員は教育委員会規則で定めるとなって

いますが、これはホームページで調べても

出てこなかったが、正式名称なのかという

質問に対し、これは規則の種類のことを書

いておりまして、教育委員会が定める規則

を教育委員会規則と呼んでいますという答

弁でありました。 

  ほかに、認定こども園を変えることによ

って国からの補助金が減り、運営ができな

くなるので認定を外すという事例があった。

豊能町においてどういう影響があるのかと

いう質問に対し、質問の内容は民営の場合

だと考えています。施設給付費として民営

の場合だと公費から給付されますが、その

基準となる公定価格、これが現在、園が経

営している実際の負担額と規模が大きくな

るほど離れて、採算が合わなくなってくる

という声があります。公立の場合は保護者

からいただく保育料プラスほかの経費は地

方交付税で減額措置されているわけではあ

りませんが、幾分かは財源が入ってくると

いう答弁でありました。 

  討論なし。挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第１４号議案、豊能町乳幼

児等の医療費の助成に関する条例等改正の

件につきまして、なぜ１８歳にしたのか、

また、なぜ所得制限を取り払おうとしてい

るのか、その理由はという質問に対し、全

ての子育て層の方に定着し、安心して本町

で過ごしていただきたいという意味から１

８歳に設定しました。そして、するからに

はＰＲ、豊能町はこれだけやっているとい

うことを示すことは大きいので、高校まで

延ばすことでアピールできると考えている

という答弁、そして所得制限についても、

子育て層の方全てにということで、人口を

ふやすために多くの方に来ていただく、そ

のために所得制限を外しましたという答弁

でありました。 

  ほかに、今これをして町が弱体化したと

する、その後どうするのか、無謀としか言

いようがないがという質問に対し、町が高

齢化する中、子育て世帯に入っていただき、

人口をふやすような施策をしないといけま

せん。高校生まで広げることは、規模の大

きい他都市ではしんどいですが、少子高齢

化している豊能町においては負担もそれほ

どないため、できる施策だと思っています

という答弁でありました。 

  ほかに、義務教育が終わる１５歳という

のが福祉の観点からも適当ではないか。ま

た、所得制限を取っ払うというのは本当に

福祉なのかという質問に対し、今回は福祉

的施策というよりは町の人口をふやさない

といけないということから、所得制限を外

して多くの方に幅広く豊能町に来ていただ

くことが大事だと思っていますという答弁

でありました。 

  ほかに、この改正は非常に危ない施策で

す。保険という見方をした場合、これを魅

力に人を呼ぶことは逆選択をさせているこ

とにつながっていきます。助成を受けるた

めに１５歳から１８歳で通院療養中の人が

いっぱい引っ越してきたら税収がふえるど

ころではない。豊能町の未来に発展するこ



 

 4－27 

とに対して特化して予算を使うべきではと

いう質問に対し、皆さんが少しの額で何か

あったときのために保険に入られるのと同

じように思っています。この町ではどうい

う所得層の方でも安心して子育てができる

という、その安心を与えていると認識して

いますという答弁でありました。 

  ほかに、この助成施策によって子育て世

代を呼ぶと言ったが、これが必要だと思う

人を呼ぶのではないか、そういうことに陥

っている。医療負担が大きい人たちが来る

リスクが非常に高い。ニーズのない人たち

はこの施策に魅力を感じないから豊能町に

はわざわざ来ない。町の負担とリスクがふ

えることになるが、どうお考えかという質

問に対し、リスクがないとは言いませんが、

助成施策は大事だと思っています。子ども

の病気を治すために通院している保護者に

対して助成を行うことは一定の効果がある

と思っていますという答弁でありました。 

  ほかに、どんな施策にもリスクはありま

す。この施策をすることでどれくらいリス

クを見た上でどれくらいの定住化を想定し

ているから、例えば人口増加につながると

いうような分析はされているのかというこ

とに関して、リスクとリターンの分析につ

いては、綿密な数字を上げてというところ

まではできていません。多くの方に豊能町

を知っていただき、来ていただく可能性と

いう意味で、一定のリスクはあってもそれ

にまさるメリットがあるのではないかと考

えていますという答弁でありました。 

  ほかに、近隣だと能勢町が最初に中学生

まで助成を拡大された。そのときの数年の

人口推計なりを調べられたかという質問に

対し、能勢町について施策を打った後がど

うだったかというところまでは調べており

ませんという答弁でありました。 

  ほかに、医療費が無料になっても出てい

く住民を引きとめることはできないと思う。

一方で能勢電車の通学定期代が高いことで

出ていく住民がいる。施策が違うのではな

いかという質問に対し、交通費助成も考え

得ることですが、公平にするのは難しく、

また、多額な費用が必要になります。それ

よりは子育て層にアピールできる施策とし

てこの助成制度を考えましたという答弁で

ありました。 

  ほかに、ゼロ歳で医療証を渡し、１８歳

までノーチェックになるのかという質問に

対し、今回の所得制限の撤廃により、前年

度の所得を毎年見ることがなくなりますの

で、１枚医療証を発行すれば１８歳までチ

ェックしないということになります。 

  続きまして、この質問に関して、ノーチ

ェックでずっといくのは非常にリスクがあ

る。悪用するケースなどを防げないのでは

ないかという質問に対し、医療証にはコー

ド番号があり、そこにはもともとの保険証

番号が要ります。ですからこの医療証だけ

を持って病院へ行っても受けることはでき

ません。健康保険証と医療証の両方を持っ

ていく必要があり、その際に医療機関のほ

うで一定のチェックが入ると思いますとい

う答弁でありました。 

  ほかに、１８歳未満で乳幼児等に該当す

る方が家庭を持った場合、その取り扱いは

どのように担保されているのか。答弁とい

たしまして、全国でもいろいろな例があり

ますが、豊能町では、住民であれば全てあ

りにしようと考えているという答弁であり

ました。 

  ほかに、先行された自治体にどのような

影響が出ているかというリサーチはしてい

ないのかという質問に対し、数字まではリ

サーチしていません。今現在は１８歳助成

に関して豊能町が１番ですが、来年には寝

屋川市がするというような話が出ています。
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結局は近隣が次々と追いかけてくるのでは

ないかと考えているという答弁でありまし

た。 

  ほかに、財政的な問題を考え、例えば所

得制限を設けるとか、自己負担額を１回1,

０００円にするとか考えられなかったのか

という質問に対し、所得制限を設けること

で誰でもというのが薄れてきます。まずは

子育て層であれば誰でもというのが一番大

きいと思っており、また、試算した所得制

限有無の差額で３００万円ということでも

総合的に判断し、所得制限を撤廃した形で

提案させていただきましたという答弁であ

りました。 

  またほかに、医療のセーフティネットと

いう考え方でいくなら、やはり所得制限は

ありでもいいと思うが、町長のお考えはと

いう質問に対し、今回の１８歳までの拡充、

所得制限撤廃はセーフティネットというよ

りは、いかに多くの方に安心して子育てし

ていただく、豊能町に来ていただくという

ことがメーンとなるという答弁でありまし

た。 

  ほかに、この施策をもって何人住民をふ

やす、あるいは流出を抑えるつもりなのか、

具体的な数値目標はあるのかという質問に

対し、数値目標はなかなかお示しできませ

んが、多くの企業などを回って豊能町をＰ

Ｒしたいと考えていますという答弁であり

ました。 

  ほかに、現在の下降する人口のパーセン

テージに対してどのくらいの歯どめをかけ

たいのかという質問に対し、数字でこれだ

けと申し上げるのは難しいですが、加速度

的な人口減少を何とかしたい、とまらなか

ったとしても、その曲線を緩和したいとい

う思いです。豊能町の特徴ある教育、一定

の数の中で生まれてくるものもある教育、

その数をきちっと確保していきたいと思っ

ているという答弁でありました。 

  質疑を終結後、井川委員のほうから発議

があり、井川委員、管野委員の修正案が出

されました。そして引き続き、橋本委員発

議により橋本委員から修正案が提出されま

した。 

  井川委員、管野委員からの修正案の内容

は、原案は町の財政負担が大き過ぎるとい

うことで、年齢を満１５歳に引き下げると

ともに、所得制限をかけるという内容の修

正案です。 

  橋本委員の修正案については、同じく町

の財政負担が大き過ぎるという理由で、年

齢は満１８歳のままですが、単に所得制限

をかけるという内容の修正案が提出されま

した。 

  そして修正案に対する質疑が行われまし

たが、これに対する質疑はありませんでし

た。 

  そして討論について、討論が行われまし

た。行いました。まず、討論としまして、

原案は無謀としか言いようがない。サービ

スの拡大は慎重にしていただきたい。これ

からの町を考えるときにこの条例案では賛

成することができないので、井川委員、管

野委員の修正案に賛成するという討論が一

つありました。 

  ほかに、逆選択となる原案には反対だが、

常識を越えた施策を、今、豊能町ではとら

ないといけない。ここは町長の提案を受け

入れたいと思うが、所得制限は最低限かけ

るべきということで橋本委員の修正案に賛

成するという討論がありました。 

  ほかに、提案された施策で子育て世代を

呼べるとは思えず、出ていく人をとめられ

るとも思わない。リスクを考え、義務教育

の１５歳までにすべきと要望する。そして

この影響額1,０１８万3,０００円は他の施

策に使うべきとして、井川委員、管野委員
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の修正案に賛成しますという討論がありま

した。 

  ほかに、相当時間を費やして審査したこ

とを行政も重く受けとめていただきたい。

福祉のセーフティネットや財政支出の観点

から考えると、最低限所得制限はかけるべ

きということで、橋本委員の修正案に賛成

するという討論がありました。 

  そしてほかに、今回の予算は住民と協働

で一丸となってやる気と知恵を出し、危機

感を持って対応していただくようお願いし、

原案に対する賛成討論としますという討論

がありました。 

  そして採決の結果、まず井川委員、管野

委員から出された修正案に対して、挙手少

数で否決されました。続きまして、橋本委

員から提出されました修正案について、可

否同数になりましたので、私、委員長の判

断により、賛成により、修正案が可決され

ました。そして修正議決を除く原案につい

ても可否同数になりましたので、委員長の

賛成により修正案を除く原案が可決されま

した。 

（発言する者あり） 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  修正案を除く原案は可否同数ですよ。そ

うですよ。 

  済みません。 

  続きまして、第１５号議案、豊能町介護

保険条例改正の件につきまして、平均で月

額９００円上がるとのことだが、平成２７

年から平成２９年には要支援１・２がここ

から外れるということかという質問に対し、

予算としては平成２６年度とほぼ同じ金額

を組んでいますので、この平成２７年、２

８年度にどうこうということではありませ

んという答弁でありました。 

  ほかに、２０２５年度には8,２００円と

いう最悪なシナリオもいただいているが、

本当にこのままで大丈夫なのかという質問

に対し、現在の高齢者の人口の数字を単純

に入れると、国のほうは8,２００円になる

と言っています。豊能町では9,０００円を

超える数字が現在の推計で出ています。豊

能町は６５歳から６７歳の人口が他市町村

と比べてかなり突出していることを踏まえ、

今回２０％ほど上げさせていただきました。

今、１億4,０００万円ほどある基金を入れ

ればこの上昇率をもう少し安くはすること

ができますが、あえて入れずためることで、

ピークとなる１５年後ごろに9,０００円な

どにならないというように考えていますと

いう答弁でありました。 

  討論なし。採決の結果、挙手全員で可決

されました。 

  続きまして、第１６号議案、大阪府豊能

地区教職員人事協議会規約の変更に関する

協議について、質問といたしまして、教育

長がそのまま残った場合はとあるが、全て

新しい教育長制度になるのか。今の３市２

町の中での方向性はという質問に対し、現

在のところ豊中市が変わる予定と聞いてい

ますという答弁でありました。 

  ほかに、今、豊能町と豊中市以外は従来

どおりのままということかという質問に対

し、会長を選任する場合は豊中市と豊能町

が新教育長が候補となり、よその、ほかの

２市１町は教育委員長が会長の候補者とい

うことになるという答弁でありました。 

  討論なし。挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第１７号議案、平成２６年

度豊能町一般会計補正予算の件（関係部分

のみ）につきまして、地域福祉推進事業で、

社会福祉協議会の地域活動計画が見送りに

なった理由は業者が見つからなかったとい

うことであるが、その理由はという質問に

対し、平成２６年度は介護保険や子育て関
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係の計画が多々ありまして、コンサルタン

トや業者の絶対数が不足し、どこも手がい

っぱいで今年度の契約は難しいと判断し、

翌年度に繰り越させていただきましたとい

う答弁でありました。 

  ほかに、計画そのものの重みや必要性、

これが１年おくれること自体が問題ではな

いのか。是が非でもつくらないといけない

のなら手法を考え努力をすべきと思うがと

いう質問に対し、取りかかりが遅かったこ

とは反省しています。また、計画がおくれ

たことも十分受けとめて、早急に進めたい

と考えていますという答弁でありました。 

  ほかに、福祉関係の計画は町外の人には

なかなかわからない。業者に委託しても決

まり切ったことしかアンケートをとらない

と思う。住民の声を含めてどういうアンケ

ート内容をとっていけばよいか検討すべき

ではという質問に対し、御指摘のとおりだ

と思いますので、アンケートのとり方、計

画の進め方を話し合って進めていきたいと

思っておりますという答弁でありました。 

  ほかに、防犯灯事務事業で、ＬＥＤ化が

一部未実施との話だったが、全体的にはど

れくらい終わっているのかという質問に対

し、当初予算段階では2,７５０灯を予定し

ていましたが、現在、2,８０４灯の施工が

終わっています。一部自治会から、まだで

きていないところがあると聞いていますが、

あと３０灯ほどで全て終わると見込んでお

り、この４月、５月で完了すると考えてい

ますという答弁でした。 

  討論なし。採決の結果、挙手全員で可決

されました。 

  続きまして、第１８号議案、平成２６年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補

正予算の件につきましては、質疑・討論な

し。挙手全員で可決されました。 

  続きまして、第１９号議案、平成２６年

度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

の件につきまして、質疑・討論なし。採決

の結果、挙手全員で可決されました。 

  最後に、第２０号議案、平成２６年度豊

能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の

件につきましても、質疑・討論なし。挙手

全員で可決されました。 

  午後５時２０分に閉会となりました。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  次に、予算特別委員会、福岡邦彬委員長。 

○予算特別委員会委員長（福岡邦彬君） 

  予算特別委員長の福岡でございます。 

  ３月１１日、１２日、２日間にわたった

予算特別委員会の報告を行いたいと思いま

す。 

  出席者は、永並副委員長、野村委員、管

野委員、永谷委員、西岡委員、委員外出席

として、竹谷議長、橋本副議長に参加して

いただきました。 

  初めに、第２２号議案、平成２７年度豊

能町一般会計予算について、本来説明する

とこなんですが、非常に、２日間もわたり

まして時間がかかりましたので、第２３号

議案から第２９号議案まで説明させていた

だきます。 

  第２３号議案、平成２７年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定予算。 

  質疑・討論なし。挙手全員で可決されま

した。 

  第２４号議案、平成２７年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定予算の件

については、診療所の民営化について検討

していると思うが、現在の状況はとの質問

に、平成２９年度から民営化等を踏まえて

予定しておりますが、現時点では複数の医

療機関に若干話はしていますが、決定する

までにはまだ時間があるため、慎重に進め

ています。 
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  討論なし。挙手全員で可決されました。 

  第２５号議案、平成２７年度豊能町後期

高齢者医療特別会計予算。 

  質疑・討論なしで、挙手全員で可決され

ました。 

  第２６号議案、平成２７年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定予算の件については、

質問がありましたが、省略して、討論なし。

採決、挙手全員で可決されました。 

  第２７号議案、平成２７年度豊能町下水

道事業特別会計予算。 

  質疑は、老朽管渠を補修する場所は具体

的に決まっているのかとの問いに、ときわ

台２丁目付近の予定ですとのことで、討論

なし。採決、挙手全員で可決されました。 

  第２８号議案、平成２７年度豊能町生活

排水処理事業特別会計予算については、質

疑・討論なしで、挙手全員で可決されまし

た。 

  第２９号議案、平成２７年度豊能町水道

事業会計予算については、委員から、いわ

ゆる質疑ではなしに、無形固定資産の減価

償却の方法が記載されているのはなぜか。

あるいは施設利用権、１０年から１５年と

記載されているが具体的に何かというよう

な問いに対して、水道営業課長から答えが

ありまして、これも省略させていただきま

す。 

  討論なし。採決、挙手全員で可決されま

した。 

  次に、先ほど申しましたように、第２２

号議案、平成２７年度豊能町一般会計予算

について質疑の模様を説明させていただき

ます。 

  マイナンバーにおける取り組みについて、

ほかの基礎自治体と一緒にやろうという動

きがあるが、町村会でクラウド化する話が

あるが、町に反映させる考えはあるのかと

のことに対して、まずは勉強し、実態をつ

かむことが大事です。私どもの町から事務

局にお話しさせてもらって、昨年、これか

らの電子自治体の取り組みということで総

務省の人に説明に来ていただき、全首長が

勉強しましたということでした。 

  次に、住マイル助成についてですが、１

件３０万円掛ける１０件で子育て世代を呼

び込めると思っているのかとの問いに、一

緒に住マイルだけで呼び込めるものではな

く、町全体で乳幼児等医療費助成制度、教

育委員会のファミリーサポート制度などい

ろいろな施策が相まって豊能町に子育て世

代を呼び込める総合的な施策があって、そ

のうちの一つと考えています。 

  住マイル助成は平成２６年度でもやった

が、その反省点を踏まえたのか。回答は、

定住促進には一定つながったものの、転入

促進の効果はなかったことは反省点です。 

  次に、この住マイル助成はいつから始め

る予定なのか。条件としては５月１日以降

に転入または転入予定の方を対象にさせて

いただきます。 

  それと、それやったら、子どもが４月１

日に学校が始まるのに間に合わんではない

かという質問に対して、今のところは５月

１日を予定していますとのことでした。 

  地域公共交通促進事業について、リレー

便が運行するとのことだが、これをやる前

に、どのぐらい乗るかというような調査は

したかという問いに対して、リレー便運行

に当たっては、具体的な乗降調査は行って

いません。 

  なぜか。地域公共交通での東西線の利用

に対する評価などを勘案し、決めさせてい

ただきましたとの答えでした。 

  次に、このリレー便について住民に先に

情報をなぜ伝えなかったのか。チラシが入

るまで東西バスが廃止になるとは誰も知ら

なかった。いきなり廃止することについて
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住民に準備と説明を丁寧にする必要がある

と思いますがとの問いに、地域公共交通基

本構想については昨年の３月に住民にお知

らせしたつもりで、突然知らされたという

認識は持っていませんというようなお答え

でした。さらに、住民の声が全く入ってい

ない、無視してきたというものもないとい

う認識ですとの答えでした。 

  １億3,２００万円の予算で吉川支所の管

理事業についてどのような位置づけかとい

う、改修をするのはどのような位置づけの

予算かということに対して、支所は建てら

れてから４０年が経過し、雨漏りや空調の

問題がたくさんありますので、改修し、住

民サービスの徹底に努めたいと思いますと

のことでした。 

  この改修は暫定的なものか長期的なもの

かとの問いに、支所の耐震性は十分大丈夫

でしたが、今、手を入れることで建物の機

能を１００％回復するという、あわせてバ

リアフリー化も進めるということで今回改

修をお願いしているところですとのことで

した。 

  次に、子どもを犯罪から守る地域防犯活

動について、ＰＴＡに物品をどうのこうの

という話があったが、具体的な話はとの問

いに、子どもを犯罪から守るための防犯物

品を購入される際に補助金を交付します。

防犯物品、例えば防犯ベスト、ハンドマイ

ク、のぼり等の補助を行うものですとの答

えでした。 

  次に、地域公共交通基本構想について、

以前、議会では前倒しで早めるよう付帯決

議をつけ可決している。現在その進捗状況

はとの問いに、議会の付帯決議をいただき、

ときわ台のバリアフリー、北大阪ネオポリ

ス線等のバスの再編成等、できるものから

やっていきますとこれまでお答えしました。

進捗ですが、なかなか一気に進むものでは

なく、今年中にでき上がる基本構想を受け

て５月ごろに国に対して平成２８年度予算

の要望で手を挙げ、平成２８年度に立地適

正化計画を策定、平成２９年度に実地計画

という形になろうと思います。今のところ

議会にお示しした基本構想どおりのスケジ

ュールで進んでいますとの回答でした。 

  それに対して、それは当初の計画ではな

いか。ほとんどの議員が賛成した付帯決議

があり、それを受けてどう進捗されたのか、

こうした動きを知りたいとのことでした。

それについて町の意向としては、当初の予

定どおり進めていきたい。つまり前倒しは

しないということでございました。 

  次に、議決するけどどうこうという試み

すらしてない。その試みを、何をやったか

を知りたい。付帯決議を重く受けとめたい

なら何か行動という形で見えてくるのでは

ないか。何をされたんですかということに

対して、一つは補助金上の問題があります。

大阪府に問い合わせしましたが、難しいと

いう答えをいただきました。もう一つは鉄

道事業者や駅前周辺部の地権者との協議の

中でどのように進めていくのか、我々は早

目の方向でお願いはしましたが、少し時間

をかけて取り組んでいくという方向性にな

り、御指摘の早めることについてはできま

せんでしたということでした。 

  次に、豊能町の全体の箱物、教育施設、

福祉施設いろいろあるが、今後のビジョン

について何かあるのかとのことに、本町に

おいては全ての公共施設についてどうする

かという計画は練ってまいりたいと思いま

すとのことでした。 

  吉川幼稚園を解体して駐車場にし、今後

使う予定というのが暫定的なものか、継続

して駐車場にするのかとの問いに対して、

今のところ吉川幼稚園は耐震性がないので

使えない。解体する以外ないという判断を
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持っている。解体後に使う予定がないので

駐車場にしようということで、暫定的か恒

久的かという質問でしたら、暫定的という

答えになるかと思いますとの答えでした。 

  その駐車場は有料化するということでよ

いのか。答えは、財政健全化推進プランに

お示ししておりますように、今後つくる駐

車場は有料化の予定です。 

  西地区の駐車場を一気に有料化するとい

うことでよいのかとの問いに、西公民館駐

車場と総合駐車場、それと旧吉川幼稚園跡

地の駐車場、この三つについては有料化す

る計画ですとの答えでした。 

  その中で、今、町長の頭の中に吉川幼稚

園跡地をどう活用すればいいかということ

について何かビジョンはないのかというこ

とに対して、これから検討課題です。お話

しできるような状況ではありませんとの答

えでした。 

  この駐車場について、近隣にオアシスが

あると。オアシスは無料で車をとめられる。

その辺、調整や話し合いは進んでいるのか。

また、路上駐車について警察とも話し合い

をしているのか。今後、話し合いをしてま

いります。今のところ話はしていませんと

の答えでした。 

  財政再建化推進プランで、ごみのことは

３月議会の途中での理由がごみ有料化につ

いて変更になっているが、この件について

いつ決まったのかとの問いに対して、自主

運営がうまくいかなかったら廃止という基

本路線は今も変わっていませんが、現在は

内部で検討している状況で、まだ結論には

至ってません。したがって平成２７年度は

例年同様に予算を計上し、お時間をいただ

くと、その間状況がかたまれば議員の方々

に説明し方向をお知らせしたいと思います

との答えでした。 

  この１年で結論を出すということでいい

のか。平成２７年度中には一定の結論を得

たいと考えていますが、一定お知らせでき

る状況になればお知らせしたいと考えてい

ます。こんにゃく問答でんな、これ。 

  豊寿荘の風呂について、水位が１日半減

するほど水漏れが発生しているのに、今で

も使っている。今回予算化されているが、

今後どうするつもりか。アンケートや説明

会などの実施によって利用者の声を聞きな

がら今後どうしていったらよいかを検討し

たいと思います。 

  今回の予算には平成２６年度と同じよう

に光熱費と水道代が計上されているがとの

答えに、答えは、平成２６年度もほぼ同じ

予算で計上しているとの答えでした。 

  お湯が漏れているのにもったいないが、

それでもそのまま使い続けるのか。今後は

お風呂を改修するのかとのことで、現状を

考えると女性用の浴室に使って、交代など

をしながらお風呂のサービスは続けていき

たいと思っていますとの答えでした。 

  次に、民生費、児童福祉費、衛生費、清

掃費に移ります。 

  成人健康増進事業について、住民健康診

断の現状の受診率はどのぐらいかとの問い

に、平成２５年度の実績ですが、肺がん検

診9.４％、胃がん検診１1.５％、大腸がん

検診１3.８％、子宮がん検診２0.５％、乳

がん検診２2.６％、成人歯科検診１４％と

いうことでございました。 

  対象人員と受診者率は出ているのかとの

問いに、手元に数値がありませんというこ

とでした。 

  次に、健康づくりの推進事業について、

ウエルネス・ウオーキングの目的、効果、

事業概要が書かれているが、２０万円の予

算は何に使うのかについては、消耗品やの

ぼりの旗、あとは参加回数の多い人に出す

記念品のようなものを予算計上しています
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とのことでした。 

  このウエルネス・ウオーキングの対象年

齢は、実は若者向けであると聞いた。当初

の目標であった若者世代はどのぐらいパー

センテージで参加されているのか。今まで

登録された方々の年齢層を見ますと６５歳

を超えた方が多いです。そして４０、５０

の方が数名程度という状況ですとのことで

した。 

  では目的を修正されてはどうかとの答え

で、たくさん歩くことにより御自身も健康

になっていただくことが目的ですので、こ

れを進めてまいりたいとのことでした。 

  このウオーキングは水曜ウオークという

事業が既にある。２０年間も培った団体に

対して挑戦するのかとの問いに、私は同じ

場所、同じ時間に出ることでより定着させ

ていただきたいと思っています。過去何回

か水曜日と重なったので一緒にさせていた

だきましたが、人数を取り合うつもりは全

くなく、ウオーキングに参加された多くの

方々に健康を維持していただければいいな

と思っていますとのことでした。 

  その他、この問題について行政は常々協

働といっているがとの問いに、より多くの

方に歩く機会を設けたいということで今回

させていただきました。ウエルネス・ウオ

ーキングでも住民さんと協働しながらコー

ス設定などをやっているところですとの答

えに、そういうことは聞いていない。既存

の団体にアドバイスをもらうとか、そちら

に全て任すということができないのか。町

長が言われる協働のあり方とはとのことに、

立ち上げに当たって水曜ウオークからアド

バイスをいただいて進めています。より多

くの回数、機会を設けたいということで、

今回させていただきます。 

  本当に水曜ウオークからアドバイスをも

らっているのかに対して、毎月２５日にウ

オーキングをするに当たり、大先輩なる水

曜ウオークの代表者にもお話ししました。

本来なら水曜に重ならないように配慮をす

べきで、挑戦しているのでは、ともに水曜

ウオークのほうから言われました。町とし

ては町がやることできっかけづくりになる

と思い、このようにさせていただいている

と。水曜ウオークとも問題点を十分調整の

上、進めたいということでした。 

  今後ずっと職員がついて事業を続けると

いうのは難しいと思います。ウオーキング

が地域全体に広がって自主的な組織が立ち

上がっていくような仕組みに変えられたら

いいなと思っております、でした。 

  これについてもう１件。行政がするべき

ことは、民間がやるべきこととのすみ分け

をきちんとやるべきだ。民間がやっている

ところに行政が予算をつけて同じことをす

る必要は全くなく、むしろ民間を応援する

本来の行政すべきと考えるがいかがなもの

か。答えは、よりたくさんの方にウオーキ

ングに参加していただきたいという趣旨か

ら開催させていただきましたが、やはり今

の委員のことについてはおっしゃることは

大事だと考えておりますということでした。 

  次に、ごみ処理基本計画策定事業につい

て。 

  ごみの有料化というのが記載されている

がとのことで、ごみ処理基本計画は法定計

画として策定指針が出ています。その指針

にのっとって有料化を含め、どういう形に

なるかは審議会に係る部分だと思いますと

の答えでした。 

  ごみの有料化について、町長は数値目標

が達成できなければと財政健全化推進プラ

ンの中で言っているが、それとリンクしな

いと答弁されているので確認したい。私と

しては有料化の話は一旦白紙に戻していた

だきたいと思いますがという委員の問いに、
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ごみの有料化については、これまでごみの

削減量とリンクしてやっていましたが、昨

年度と比較してごみの量は減っていません。

また審議会の中からもごみを有料化すべき

という御意見をいただいていることも踏ま

え、財政健全化の一環として平成２８年度

からごみの有料化をやってまいりたいと思

っていますとの答えでした。さらに、今回

ごみの量とリンクをすることを外させてい

ただき、受益者負担ということで示させて

いただきましたということを答弁がありま

した。 

  次に、街路樹管理事業について、街路樹

の整備に5,１５１万円、かなりの金額が出

ているが、この財政難の中で今後街路樹を

どのような考えでいくのかということに対

して、街路樹の予算で一番大きいウエート

を占めるのは業務委託料です。街路樹と公

園の樹木の剪定、公園の草刈りなどです。

街路樹を撤去するのは幾らかかるのか、そ

こにかかる委託料をなくしたらどれぐらい

のことでペイできるのかと試算したところ、

１５年かかるということだったので、財政

とも相談し断念せざるを得なかったとの答

えがありました。 

  次に消防です。 

  新名神インターができたときの対応はと

いうことで、開通が平成２９年で、豊能町

をはじめ高槻市、茨木市、池田市、箕面市

の５市町村で連絡会を立ち上げました。こ

の高速道路を地域としてどのように取り扱

うか、またこれから開通までに協議し、ど

この消防本部がどのような立場でどういう

訓練をしながらやっていくかを協議してい

きたいというようなことでありました。 

  次に、高齢化する中で消防車の現状と今

後の見通しはとの問いについて、本部は専

任で１体、出張所は消防との乗りかえで１

体運用しています。予備車両１台について

は３回目の救急要請があれば特命出場して

おります。救命出場の約６０％が高齢者で、

平成２６年度の実績では人口の減少ととも

に出場回数が減っています。今後高齢化に

伴い回数がふえても、今のところ２体運用

プラス特命運用でいけると思っていますと

のことでした。 

  次に教育費。 

  他市町にない魅力ある教育施設は何です

かということに対して、教育委員会が重点

的に進めている施策は、特別なことではな

くて、一人一人の子どもたちが学んで充実

感を持って意欲向上、わかりやすい授業に

力を入れています。もう一つが心の育成で

す。特別に自慢できるものはありませんが、

子どもたちを見たときに前向きに取り組む

姿勢は誇りに思えると思っています。実に

立派なお答えでした。 

  次に、幼稚園に若い先生がいないことで、

今後の取り組みはどうですかとのことです。

幼保に関しては子どもが減少する中でここ

１０何年新規採用はありません。現在の職

員で若い世代に負けないように研究を重ね

てやっていきたいと思いますとの答えでし

た。 

  次に、幼稚園の職員の採用は考えられな

いのかとのことに対して、子どもが減って

いる中で退職に伴う採用は考えてまいりま

すが、増員することは難しいという状況で

すとのことでした。 

  さらに小学校の管理事業で、校長が草刈

りをしていたり、側溝が詰まっていてなか

なか改善されていませんので、何とかして

もらえませんかとの答えで、シルバーの巡

回整備がありますので、その中で考えてい

きたいと思いますとのことでした。 

  さらに、小学校の体育館のつり天井を撤

去した場合、照明はＬＥＤ化しますかとの

ことに対して、既存の水銀灯を再利用しま
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すとのことでした。 

  次に、小学校給食について、給食を民間

委託することによって味はどう保たれます

かとの問いに対して、メニューは町の栄養

士が作成しますので、つくる人が変わった

だけですので、味は一切変わりませんとの

答えでした。 

  次に、中学校の情報機材ですが、中学校

のパソコンをどのように替えるのかという

ことに対して、平成２５年から３年計画に

基づいて実施している。以前の更新時期は

東能勢中学校は平成２９年、吉川中学校は

平成１６年です。台数は東能勢中学校が３

７台、吉川中学校が４２台ですとのことで

した。 

  次に、図書館。図書館を民間委託する予

定ですがその進捗状況は。答え、財政健全

化推進プランで指定管理することになって

います。現在、関係会社から見積もりをと

って検討しておりますが、人件費に関して

は余り効果がないと思っております。今後

図書館協議会で指定管理を行っている市町

村の情報を入手しながら、メリット・デメ

リットを議論していきたいとのことでした。 

  図書館の図書購入費については非常に少

なくなっているが、タブレット等の普及に

より電子書籍に対する電子機器の導入を考

えてはどうかとの問いに対して、現在のと

ころ電子サービスに手を広げることは考え

ていませんとのことでした。 

  次にユーベルホール。町はユーベルホー

ルを住民の付託に応じてどうしたいんです

か。答え、ユーベルホールは町の文化のシ

ンボルとしたい。当面は使用に差し支えな

いように最小の補修等にとどめ、来るべき

大修理に備えたいとのことでした。 

  次に、平成２２年にさかのぼって、財政

再建計画の中で、ユーベルホールの自主事

業についてどうなっているかとの問いに対

して、財政再建計画のときは自主事業につ

いては事業再編して歳入であるチケットの

売り上げの範囲内で事業を行うという方針

でやっておりました。このたびの財政健全

化推進プランでは自主事業を復活するとい

う方針に転換がありましたとの答えでした。 

  ここでこの問題を巡って若干中断しまし

たが、割愛します。 

  文化財保護について、郷土資料館の屋根

の修理をしてきましたが、今後の郷土資料

館のあり方についてどう考えているかとの

ことに対して、屋根の改修修理については、

検査はまだですが工事は既に完了していま

す。今後のあり方については移転先を含め

て検討していますとのことでした。 

  以上で歳出の質疑が終わりまして、歳入

についていきました。 

  税金の滞納者の対応について、福祉と連

携するよう対応されているのかとのことで、

最近は独居の方と連絡がつかない方がふえ

てきております。払わないのでなく、御存

じなく払えていない人がふえてきています

のが現状です。これについて包括支援セン

ターや福祉関係と連携をとって対処してい

きたいとのことでした。 

  それ以降、町から非常に財政が緊迫して

税金が減っている。特に地方交付税も踏ま

えて4,２００万円も減っているというよう

なことで説明がありました。 

  財産収入の中で売却先が不調になった土

地、この間、何でも売ってまうやつね。来

年度も同じような形でやるのかということ

に対して、来年度もプロポーザル方式につ

いては同じような形でやらせていただきた

いと思いますが、今年度不調に終わった要

因の一つとしてＰＲ不足があったのではな

いかという反省がありますので、町ホーム

ページだけでなく、広く周知できる手法を

考えていきたいと考えているとの答えがあ
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りました。 

  そうして、３カ所を売却予定して、３カ

所のそれぞれの価格はわかりますかという

ことに対して、旧光風台消防団詰所が1,１

３３万5,０００円。新光風台３丁目消防団

予定地が７３８万8,０００円。新光風台１

丁目の交番予定地が５４２万9,０００円の

予定価格としているということでした。 

  以上で歳入も終わり、予算特別委員会は

３月１２日午後５時２分に終了いたしまし

た。 

  以上でございます。 

（発言する者あり） 

○予算特別委員会委員長（福岡邦彬君） 

  採決結果。失礼。一番初めに言えばよか

ったんですが、この予算委員会を通じて全

部が挙手全員賛成でございました。で可決

されました。 

  以上です。これでええんか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は、午後３時５５分といたします。 

（午後３時４３分 休憩） 

（午後３時５５分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

  審議がスムーズに行われるということと、

委員会の意思の安定という原則があります

ので、当該委員会所属の委員各位の質疑は

差し控えていただきますようお願い申し上

げます。 

  初めに、第５号議案から第２１号議案ま

での１７件及び委員会における第１４号議

案の修正案に対する質疑を行います。 

質疑ございませんか。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  小寺です。 

  第１４号議案についてお尋ねしたいと思

います。 

  住民からこういう現状不満があると、今

の制度では。それで何とかしてほしいとい

うことでもってまずこれを提案されてるの

かどうか、一つ。 

  それから、福祉政策よりも人口増政策で

あるというのは間違いないことなのか。 

  それと、三つ目。 

（発言する者あり） 

○８番（小寺正人君） 

  そうですよ。 

  財政破綻に直面している豊能町。平成３

３年度にその基金が底をつくという説明が

あったはずですよね。将来にわたりその財

源を確保する担保はとれているのかどうか、

それが三つ目。 

  それから、これを何年続けるつもりです

かと。限定的なのか、ずっと続けるつもり

なのか、これはどうなのか。これが四つ目。 

  もしこれを財政や何かの理由で改廃しな

いといけないという場合、これは混乱を招

く種をまくということではないのかと、そ

ういう議論はなかったのか。この五つお聞

きしたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  福祉教育消防常任委員会永並啓委員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  まず住民からの不満があった、要望があ

ったということでは、そうではありません。

多分報告の中で住民のアンケートってとっ

たのは、それはまた別の議案かなと思うん

ですけど、この第１４号議案に関しては要

望があったということは特にありませんで

した。ＰＴＡからの話は聞いたということ

です。 
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  あとは、財政破綻の財政健全化プランと

の兼ね合いかな、財源の確保ですけど、一

応基本的に補助金、来年度に向かっては地

方創生の補助金を活用するということです

が、その中で将来的にはまだ未確定という

ことなんでしょうけど、今後１年間をもっ

て計画を立てて、その中で組んでいかれる

ものかなということだと思います。 

  あと、継続性は今説明したとおり、次の

計画、１年かけてつくる計画の中で５年な

り、最大で５年になるのかな、その中で組

まれるものなのかなと考えております。 

  あと、それを縮小する際に混乱を招くの

ではないかということですが、そういった

議論は、一部、一度福祉政策というものは

実行するとやめるのが非常に困難になると

いう議論はありましたが、それのみであり

ます。 

  あと抜けてるとこ何でしたっけ。 

（発言する者あり） 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  何年というのは、今説明したとおり、来

年度から実施をしまして、多分その戦略会

議という中の一つに組み込まれていくと思

われますので、その中においては最大で５

年ぐらいなるのかなというふうには感じて

おります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、５年ぐらいかなということですけど、

５年後に何か破綻するような、そこらでち

ょっとタイミングがいいかもしれないけれ

ど、これを仮にどこかの市と合併すると、

合併協議会の場にこれが持ち出たというと

きに、こんな施策は受けられないよとか、

そういう混乱が起こる可能性もあるわけで

すよね、きっと。このような施策を受け入

れられないと。そして住民投票にかけたら

賛成・反対の議論の一つになりかねないで

すよね、こういうことは。それをちょっと

懸念しますねんけどね。 

  これは町長の強い思いなんですかね。こ

れは言い過ぎかもわからないけど、単なる

町長の人気取り政策、そういう議論はなか

ったですかね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  福祉教育消防常任委員会永並啓委員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  将来的な部分は、先ほど言いましたよう

に委員から、縮小する際の混乱は、なかな

か縮小しづらいので混乱があるんじゃない

かという指摘はありましたけども、合併の

際にこういうというところまでの議論はで

きておりません。 

  もう１点の町長の熱い思いということで

すけども、提案理由には書いてませんでし

たけども、福祉施策ではなく定住化という

ことをひたすら繰り返し答弁されていまし

たので、そういう思いは強いのかなという

ところではあります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  そうすると福祉施策ではないと。これは

人口増、誘引政策であると、こういうふう

に解釈したらいいわけですかね。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  福祉教育消防常任委員会永並啓委員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  提案理由にはそれは書いてないんですけ

ども、町長による答弁では福祉施策という

よりは定住化ということをひたすら言われ
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ていましたので、若干そこは提案理由とは

ちょっと異なるところで、議員の皆さんに

も誤解を与えるところではありますが、委

員会の審査の中では若い世代をいかに呼び

込むか、アピールして呼び込むかというと

ころが強かったと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかにございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ２点ほどお聞きいたします。 

  この１８歳までということで所得制限を

外すいうことなんですけれども、対象は何

人で、そしてこの所得制限を受けることに

なるとどれだけの人数の人が受けられなく

なるのか、その点わかれば教えてください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  福祉教育消防常任委員会永並啓委員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  所得制限あり・なしの差額というのは大

体３００万円ということで、ありにすると

ゼロ歳から６歳までの乳幼児対象者が昨年

３月末現在で５７９人で、そのうち５４４

人に医療証を交付しましたので３５人の方

が高額所得で基準オーバーとなるという答

弁がありました。済みません、報告の中で

は抜け落ちておりました。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  ３５人の受けられない、対象にならない

方は、収入の段階としてはどれぐらいの収

入になるのか、それはおわかりですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  福祉教育消防常任委員会永並啓委員長。 

○福祉教育消防常任委員会委員長（永並 啓

君） 

  ８５０万円以上かと思いますけど、そこ

の議論はなかった、金額の議論は、受けら

れなかったという議論はなかったかと思い

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ないようですので、次に第２２号議案か

ら第２９号議案までの８件に対する質疑を

行います。質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより第５号議案から第２９号議案及

び第１４号議案の修正案に対する討論を行

います。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  第１４号議案の修正案に対する討論を行

います。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  繰り返しますね。これより第５号議案か

ら第２９号議案及び第１４号議案の修正案

に対する討論を行います。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  豊鳴クラブ、井川佳子でございます。 

  私、第１４号議案、豊能町乳幼児等の医

療費の助成に関する条例等改正の件につい

て反対の立場で討論させていただきます。 

  今回上程されました第１４号議案は、１

８歳を迎えて最初の年度末までの住民全て

に医療助成を行うものでありまして、医療

機関で負担する自己負担額、未就学児であ

れば２割、小学生以上は３割負担のうち５
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００円を引いた額を助成するものでありま

す。また、所得制限を撤廃し、高額所得の

保護者の乳幼児等にも適用しようとするも

のであります。平成２５年決算では就学前

までの乳幼児にかかる入院・通院の医療費

助成及び小学校６年生までの児童にかかる

入院の医療費助成をすることで1,０４９万

８４９円になっているのに対し、平成２７

年度予算では3,４６１万1,０００円の予算

が計上されており、３倍の事業費となって

おります。１８歳までの通院・入院医療費

助成は大阪府下でもほかに例はなく、突出

した行政サービスとなることでしょう。豊

能町は職員の給与を削り、また基金を５億6,

０００万円も繰り入れた予算となっており

ます。ユーベルホール、シートスの運営も

基金を取り崩して行っておるのが現状で、

豊能町財政規模では無理があるように思え

てなりません。一度始めてしまったサービ

スはなかなか閉じることは困難です。長期

入院の場合も制限なく助成するというので

しょうか。ここで無理なサービスを始める

ことで町の財政破綻する日がより早められ

るという危惧をしてやみません。特定財源

があるうち、そのあとも町は続きます。私

はこの町の将来を見据えて、議員諸氏の御

理解を求め、私の反対討論とさせていただ

きます。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  小寺です。個人的に反対いたします。 

  第１４号議案に反対の討論をいたします。 

  現時点で、特にこの条例を通す必要性の

ある事例は見当たらない。また、将来的に

見てもその必要性が差し迫っているとも思

えない。こういう福祉政策というよりは人

口増、誘引施策ということでありますから、

もっとほかの方法でやるべきであると私は

考えます。今の豊能町の、財政破綻に直面

している豊能町にとって、この施策を将来

持続させるということは非常に困難である

と考えています。安定的に充てる財源も乏

しく、将来改廃の可能性も高く、そのとき

に豊能町に混乱を引き起こす可能性が非常

に高いと考えています。単なる町長の人気

取り政策を続けるということであってはな

らないと、このように考えています。そも

そも地域福祉は必要です。しかしながら地

域のエゴを許してはいけないと、このよう

に考える次第です。よって第１４号議案に

反対いたします。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかに討論ございませんか。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  新風会の管野英美子でございます。 

  第１４号議案、豊能町乳幼児等の医療費

の助成に関する条例等改正の件に対する修

正の件で、修正案にも原案にも反対をいた

します。 

  お示しされた１８歳までの広げるのに、

影響額が1,０１８万3,０００円、このお金

で若い人の人口をふやす施策はほかにもあ

ると思います。一度始めてしまったサービ

スはなかなか閉じることは困難です。平成

３３年には基金が底をつくと御説明もあり

ました。ここで無理なサービスを始めるこ

とは大変危険だと思っています。委員会で

上がった多くのリスクも心配しています。

私は委員会で井川議員と提案しました、義

務教育までの、満１５歳の年度末を迎える

までの子どもの入院・通院の医療費助成を

することを主張しましたが受け入れられま

せんでした。とても残念には思っています

が、この修正案、原案に反対いたします。 
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○議長（竹谷 勝君） 

  ほか、討論ございませんか。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  まず第１４号議案、乳幼児等医療費助成

の件について、橋本議員提案の委員会可決

された、年齢を１８歳までに拡充し所得制

限を設けるという修正案に賛成の討論を、

イノベーションとよのを代表して賛成の討

論をさせていただきます。 

  まず、確かにいろいろ皆さんおっしゃら

れるように、１８歳まで上げるというリス

クはあります。ただ、今の現状、この定住

化がとまらない豊能町の現状、そして近隣

市においてはもう中学生まで拡大されてい

る現状を考慮しますと、最低限豊能町にお

いても中学生まで拡大する必要は出てきま

す。それであるならば、若い世代の定住化

ということを踏まえて、町長の積極的な情

報発信というのを後押しする、ＰＲ効果の

高いであろう高校生までとすることで、そ

ういった効果もあるのではないかというこ

とで賛成したいと思います。ただ、定住化

というものはこれ１点で定住化ができると

は考えておりません。やはり理事者におか

れましては、根本的に何をもって豊能町に

住みたいか、本当の意味での魅力ある施策

の構築というものがまず重要になってまい

ります。それをした上で医療費、いろいろ

なものの無料化であったり、そういったも

のがあるべきなんですが、今のところそう

いった全体的な定住化施策というものが示

されておりません。やはり全体の定住化施

策をもって、そこにお金を突っ込むと、そ

して数年のうちに若い世代を呼び込むとい

う流れをつくることができなければ、豊能

町にこれから若い世代はもう来ません。多

分今後５年ぐらいが勝負だと思っておりま

す。その中で、今回の行政からの予算、平

成２７年度予算を踏まえましても、なかな

かそういった定住化施策で連結した一体感

のあるものは出されておりませんが、各、

個々においてはやらないより少しでもした

ほうが効果があると考えますので賛成の討

論、立場をとらせていただきます。 

  そして第２２号議案、平成２７年度一般

会計予算について賛成の立場で討論させて

いただきます。 

  今回の予算は大変残念な予算でありまし

た。豊能町は深刻な少子高齢化、人口減少、

税収減を迎えます。そんな状況下での予算

編成とは思えません。理事者の方も頻繁に

財政難、少子高齢化を答弁されるにもかか

わらず、例年どおりの事業がほとんどであ

ります。同じことをするだけであるのであ

れば、わざわざ選挙で新しい首長というも

のを選ぶ必要はありません。２年半たちま

したが田中町長の色が全く見えてきません。

そしてさらに問題なのが、この予算、財政

健全化推進プランとリンクしていません。

住民や議会にも広報していたことでも簡単

に変えられてしまっています。健全化プラ

ンにおいては、来年度から廃止としていた

永寿荘や野間口のスポーツセンターなどの

施設も簡単に１年間存続を決め、その施設

の維持にかかる費用を予算に計上していま

す。これまでの理事者の答弁、委員会、議

会を通じての答弁を聞いていてもばらばら

なような感じがします。今の豊能町行政に

は一貫性が感じられません。 

（発言する者あり） 

○９番（永並 啓君） 

  一応、やじにも答えようかなと思いまし

て。 

  そして今の豊能町行政は意思決定のスピ

ードが余りにも遅過ぎます。平成２７年度

予算ではエスカレーターにかかわる予算が

計上されておりません。調査結果は１２月
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に出ています。３カ月たった今も検討中の

ことであります。目的はエスカレーターを

更新することではありません。光風台駅前

の上下の移動手段を、上下の移動手段を確

保することです。エスカレーターがだめな

らどうするのか。それを決めて検討結果を

出してから考えるのか。それでは遅過ぎま

す。常に行政は二重、三重のプランを用意

しておく、用意して施策を進める必要があ

ります。どういった場合でも上下の移動手

段は確保すると住民に示すことによって、

住民の皆さんは安心して豊能町に住むこと

が可能になってまいります。そして定住化

施策、行き当たりばったり感が否めません。

これまで町長就任後、まず豊能に住もうと

いうチラシを配布されました。いろいろな

ところに配布されました。しかし効果は出

ませんでした。そして次の年度住マイル助

成をたった３０万円で行われました。その

ときは否決をされました。しかし平成２６

年度予算ではそれを拡大させて３００万円

ということで予算を計上されてきました。

結果は、転入者はゼロ、全てがリフォーム

に使うという結果となってしまいました。

やはりこれからの定住化を考える上で、も

っと根本的な定住化施策を構築し、近隣の

若い世代に発信していかなければ、豊能町

は破綻の一途をたどるのは間違いありませ

ん。できれば増額修正をしたいところでは

ありますが、議会の権限の上考えると減額

修正しかなかなかすることができません。

修正する箇所が少ないんですが、すごい歯

がゆいんですが、いろいろと委員会での各

委員の要望、基本的に全て一つです。町長

の方向性、方針、熱意、これが感じられな

い。それを持って平成２７年度予算執行に

当たっていただきたい。 

  いろいろ申し上げましたが、反対討論と

思われるかもしれませんが、これは苦渋の

賛成討論ですので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  高尾靖子議員。 

○１２番（高尾靖子君） 

  日本共産党の高尾靖子でございます。 

  今議会に提案されております議案に対し

て、第５号議案、第１２号議案、第１５号

議案、第２２号議案、第２３号議案、第２

５号議案、第２６号議案、第１４号議案に

ついては原案反対、修正案賛成といたしま

す。以下、討論を行います。 

  第５号議案については、保護者負担の軽

減を図るよう求めます。 

  第１２号議案について、職員の退職手当

に関する条例改正については、４５歳退職

勧奨とするのは行き過ぎた改悪であります。 

  平成２７年度一般会計予算についてであ

ります。 

  住民情報化推進事業マイナンバー制、社

会保障税番号ですが、内閣府の調査は、ほ

とんどの国民は計画を詳しく知らないこと

が浮き彫りになっています。赤ちゃんから

お年寄りまで住民登録している全員に生涯

変わらない番号を割り振り、これまでは年

金、医療、介護、雇用の情報や納税、給与

の情報はそれぞれの制度ごとに管理されて

いました。今度は預金口座など適用拡大す

ることや、企業が個人情報をビジネスに利

用しやすくするための改正案を、政府は３

月１０日に閣議決定しました。全国的にマ

イナンバーは１２桁の番号をつけ、社会保

障の給付抑制と税、社会保険料の徴収強化

を図るものです。マイナンバーが大量の個

人情報の塊になり、流出する個人情報が芋

づる式に引き出される、こんな危険な現実

となります。アメリカでは個人情報の大量

流出、不正使用が大問題となっています。

国民の権利を危険に陥れる制度は、実施を
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強行するのではなく、中止を決断し廃止へ

踏み出すべきです。 

  地域公共交通については、住民の利便性

を拡充し、乗継割引等を求めます。 

  次に、ユーベルホールは町の代表する文

化であり、守り育てていくことが必要です。 

  高濃度ダイオキシンドラム缶１９８本の

安全な処理技術の選定とともに、処理場所

の早期確定で完全処理ができるよう求めま

す。 

  ごみ処理基本計画について策定すること

になっていますが、一般質問ではごみの減

量化と有料化はリンクさせないと答弁され

ましたが、何が何でも財政健全化計画どお

りに有料化推進は、ごみ減量に協力してき

た町民に負担を押しつけ、これまでの分別

努力を無にすることになります。行政と町

民が協力して減量に取り組むことが大切で

す。 

  老人福祉センターの老朽化について、特

に豊寿荘の浴槽の改善で、老人の健康増進、

教養の向上が図れるよう求めます。 

  農業振興に農地保全については、町の重

要な位置づけとして思い切った施策をとる

べきだと思います。 

  小学校給食調理業務の委託事業では、自

校方式を維持しつつとしていますが、調理

員、栄養教諭、養護教諭や担任教師など学

校に働く職員が力を合わせてこそ、教育の

一環として学校給食ができます。コスト削

減で教育への行政責任を果たせません。民

間にゆだね、その責任を縮小させていくこ

とには反対です。 

  文部科学省はいじめ問題を理由に道徳科

を教科とする学習指導要領を改訂しようと

しています。国の定めた観点で子どもたち

を評価すべきではありません。 

  次に国民健康保険特別会計予算について

です。累積赤字がなくなった中、ますます

住民健診受診率を高めることを求めます。

資格証や短期証の発行が依然としてふえて

います。加入者が医療にかかれない状況を

つくるものであり、発行をやめるよう求め

ます。また市町村に医療費削減を迫り、保

険料引き上げにつながる国保の都道府県へ

の一元化に反対するよう求めます。 

  次に、後期高齢者医療特別会計予算につ

いてです。本来、高齢者を前期と後期に分

け、命の平等に反する医療差別の持ち込み

自体問題であります。国民の強い批判を受

けて保険料軽減の特別措置が行われてきま

した。ところが政府は特例措置を廃止しよ

うとしています。これが廃止されると大幅

な負担増になるもので許されません。また

広域連合の制度は町民被保険者の声は届か

ないことになります。 

  次は、介護保険特別会計予算についてで

す。保険料について引き上げをすべきでは

ありません。介護については高齢者や家族

の置かれている状況を踏まえ、在宅でも施

設でも利用できるための条件整備が求めら

れます。また、要支援１・２の人を介護サ

ービスから除外せず、現行水準を維持する

よう求めます。特別養護老人ホームの入所

条件を介護３以上に縮小する入所施設の補

足給付認定の変更による利用料の引き上げ

等の制度改悪は行わないよう政府に求める

べきです。 

  以上を持って意見と反対討論といたしま

す。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほか、討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本日の会議時間は、議事の都合により延

長したいと思います。これに御異議ござい
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ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  御異議なきものと認め、本日の会議時間

は延長いたしました。 

  それでは、これより採決を行います。 

  起立されたとき、ちょっと静止しておっ

てもらいます。 

  第５号議案、豊能町子どものための教

育・保育給付に関する利用者負担額を定め

る条例制定の件に対する委員長の報告は可

決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第５号議案は、委員長報告のと

おり可決されました。 

  第６号議案、豊能町指定介護予防支援事

業の人員及び運営並びに指定介護予防支援

等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例制定の件

に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第６号議案は、委員長報告のと

おり可決されました。 

  第７号議案、豊能町地域包括支援センタ

ーの人員及び運営に関する基準を定める条

例制定の件に対する委員長の報告は可決で

あります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第７号議案は、委員長報告のと

おり可決されました。 

  第８号議案、豊能町土砂等による土地の

埋め立て等の規制に関する条例制定の件に

対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第８号議案は、委員長報告のと

おり可決されました。 

  第９号議案、豊能町行政手続条例改正の

件に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第９号議案は、委員長報告のと

おり可決されました。 

  第１０号議案、豊能町一般職の職員の給

与に関する条例改正の件に対する委員長の

報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１０号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１１号議案、職員の管理職手当に関す

る条例改正の件に対する委員長の報告は可

決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 



 

 4－45 

  起立全員であります。 

  よって、第１１号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１２号議案、職員の退職手当に関する

条例改正の件に対する委員長の報告は可決

であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１０：２） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第１２号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１３号議案、豊能町立認定こども園条

例改正の件に対する委員長の報告は可決で

あります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１３号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１４号議案、豊能町乳幼児等の医療費

の助成に関する条例等改正の件に対する委

員長の報告は修正案可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立８：４） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第１４号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  次に、ただいま修正議決をした部分を除

く原案について採決をします。 

  修正議決をした部分を除く部分について

賛成の方は起立願います。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  修正議決した部分を除く部分について。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  暫時休憩します。 

（午後４時３７分 休憩） 

（午後４時３８分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、ただいま修正議決をした部分を除

く原案について採決をいたします。 

  修正議決した部分を除く部分について賛

成の方は起立願います。 

（多数起立７：５） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、修正議決した部分を除く部分は、

原案のとおり可決されました。 

  第１５号議案、豊能町介護保険条例改正

の件に対する委員長の報告は可決でありま

す。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第１５号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１６号議案、大阪府豊能地区教職員人

事協議会規約の変更に関する協議について

に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１６号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１７号議案、平成２６年度豊能町一般

会計補正予算の件に対する委員長の報告は
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可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１７号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１８号議案、平成２６年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定補正予算の件に

対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１８号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第１９号議案、平成２６年度豊能町後期

高齢者医療特別会計補正予算の件に対する

委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１９号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２０号議案、平成２６年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定補正予算の件に対す

る委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２０号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２１号議案、平成２６年度豊能町下水

道事業特別会計補正予算の件に対する委員

長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２１号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２２号議案、平成２７年度豊能町一般

会計予算の件に対する委員長の報告は可決

であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２２号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２３号議案、平成２７年度豊能町国民

健康保険特別会計事業勘定予算の件に対す

る委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２３号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２４号議案、平成２７年度豊能町国民

健康保険特別会計診療所施設勘定予算の件

に対する委員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２４号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 
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  第２５号議案、平成２７年度豊能町後期

高齢者医療特別会計予算の件に対する委員

長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２５号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２６号議案、平成２７年度豊能町介護

保険特別会計事業勘定予算の件に対する委

員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（多数起立１１：１） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第２６号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２７号議案、平成２７年度豊能町下水

道事業特別会計予算の件に対する委員長の

報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２７号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２８号議案、平成２７年度豊能町生活

排水処理事業特別会計予算の件に対する委

員長の報告は可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２８号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

  第２９号議案、平成２７年度豊能町水道

事業会計予算の件に対する委員長の報告は

可決であります。 

  本件は、委員長の報告のとおり決するこ

とに賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２９号議案は、委員長報告の

とおり可決されました。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  動議を提出いたします。 

  動議の内容は、豊能町における地方教育

行政の組織及び運営に関する法律の一部を

改正する法律の施行に伴う決議であります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ただいま、福岡邦彬議員から、豊能町に

おける地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律の一部を改正する法律の施行に伴う

決議の動議がございました。動議には１人

以上の賛成者が必要です。福岡邦彬議員の

決議の動議に賛成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  動議に所定の賛成者がありますので、成

立いたしました。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  第２２号議案、平成２７年度豊能町一般

会計予算の件に対する付帯決議の動議を出

したいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ただいま、第２２号議案、平成２７年度
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豊能町一般会計予算の件に対する付帯決議

が、永並啓議員からの動議がございました。

動議には１人以上の賛成者が必要です。永

並啓議員の付帯決議の動議に賛成の方は起

立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  動議に所定の賛成者がおられますので、

成立いたしました。 

  この際、暫時休憩をいたします。 

  再開は放送をもってお知らせをいたしま

す。 

（午後４時５０分 休憩） 

（午後５時４０分 再開） 

○議長（竹谷 勝君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  お諮りいたします。 

  ただいま福岡邦彬議員ほか１名から、豊

能町における地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部を改正する法律の施行

に伴う決議が提出されました。これを日程

に追加し、追加日程第１として直ちに議題

といたします。これに御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。よって第１号議会

議案を日程に追加し、追加日程第１として

直ちに議題とすることに決定しました。 

  追加日程第１「第１号議会議案 豊能町

における地方教育行政の組織及び運営に関

する法律の一部を改正する法律の施行に伴

う決議」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  第１号議会議案、豊能町における地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律の施行に伴う決議。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出します。 

  平成２７年３月２０日提出。 

  提出者、豊能町議会議員福岡邦彬、賛成

者、同、高尾靖子。 

  提案理由。豊能町における地方教育行政

の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律の施行に当たって、教育委員会委

員の増員と関係条例の整備を求めるもので

ある。 

  豊能町における地方教育行政の組織及び

運営に関する法律の一部を改正する法律の

施行に伴う決議。 

  今般の平成２７年度第１号議案から第４

号議案の施行に関して以下のとおり決議す

る。 

  １．教育委員会は戦前の中央集権的な官

僚主義的な教育行政の反省から、教育の地

方分権と民主化を目的に昭和２３年（１９

４８年）に創設され、一般の政治、行政か

ら独立した行政委員会としての教育委員会

制度が設けられ、昭和３１年（１９５６

年）に首長が議会の同意を得て教育委員を

任命する仕組みとなり、現在まで、首長か

ら一定程度独立した合議制の執行機関とい

う教育委員会の基本的な性格は変わってい

ない。 

  ２．今回の６７年ぶりの改正は、文科省

初等中等教育局長から各都道府県知事及び

各都道府県教育委員会宛に送った書簡（通

知＝平成２６年７月１７日付）によると、

今回の改正は、教育の政治的中立性、継続

性・安定性を確保しつつ、地方教育行政に

おける責任体制の明確化、迅速な危機管理

体制の構築、地方公共団体の長と教育委員

会との連携の強化、地方に対する国の関与

の見直し等制度の抜本的な改革を行うもの

でありますと通知されており、その改正骨

子として、①教育委員長と教育長を一本化
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した新教育長の設置。②教育長へのチェッ

ク機能の強化と会議の透明化。③全ての地

方公共団体に総合教育会議を設置。④教育

に関する教育大綱を首長が策定。 

  ３．上記通知の中で、新教育長が教育行

政に大きな権限と責任を有することを踏ま

え、教育委員会の委員による教育長のチェ

ック機能を強化するとともに、住民に対し

て開かれた教育行政を推進する観点から、

会議の透明化を図ることが求められており

ます。さらに、地方公共団体の条例で定め

るところにより、教育委員を５名以上とす

ることが可能であり、委員数の上限は法律

上定められていないことから、教育委員会

が行う施策について多様な民意を幅広く反

映させる等のため、委員の数を５名以上と

することも積極的に考慮されるべきである

こと。 

  ４．教育に関する教育大綱を首長が策定

するに当たっても、地域住民の意向のより

一層反映させる観点から、地方公共団体の

首長と教育委員会が、十分に協議・調整を

尽くすことが肝要である。 

  以上は、文科省初等中等教育局長からの

各都道府県知事及び各都道府県教育委員会

宛に送った書簡（通知＝平成２６年７月１

７日付）の趣旨から、教育委員会委員の増

員と関係条例の整備を求めるものでありま

す。 

  以上、決議する。 

  平成２７年３月２０日。 

  豊能町議会。 

  補足として、私は口頭で、この教育委員

の増員は、できるだけ若い人の選任を望み

たいと思います。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  管野英美子議員。 

○２番（管野英美子君） 

  先ほど、一番最後におっしゃいましたメ

ンバーのことなんですけれども、きのうの

教育委員会を傍聴しても、保育教育ですと

か幼児教育という言葉が出ていたんですけ

れども、そういう観点から若い人とおっし

ゃっているんですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  福岡邦彬議員。 

○１１番（福岡邦彬君） 

  お答えいたします。 

  今の教育委員の構成というのは、毎年段

階的に任用されていることは自明のとおり

ですが、やはりある一定の年齢に達してい

る人が構成されております。それで教育委

員会として、本当にそれがきちんとして、

先ほど申しましたような一般住民の民意を

くみ取ることができるかどうか、これにつ

いて危惧するものでありますので、ぜひと

も私の希望としては２０代の後半あるいは

３０代前半の人を選んでいただきたいとい

う形での希望は持っておりますけど、これ

はあくまでも、同意するのは私でも任命す

るのは町に任されておりますので、その点

について関与するものではありません。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。ございません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 
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（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号議会議案は原案のとおり

可決されました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま永並啓議員ほか５名から、第２

２号議案平成２７年度豊能町一般会計予算

の件に対する付帯決議が提出されました。

これを日程に追加し、追加日程第２として

直ちに議題にしたいと思います。これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。よって第２号議会

議案を日程に追加し、追加日程第２として

直ちに議題とすることに決定しました。 

  追加日程第２「第２号議会議案 第２２

号議案平成２７年度豊能町一般会計予算の

件に対する付帯決議」を議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  永並啓です。 

  第２号議会議案、第２２号議案平成２７

年度豊能町一般会計予算の件に対する付帯

決議。 

  上記の議案を別紙のとおり、会議規則第

１４条の規定により提出します。 

  平成２７年３月２０日提出。 

  提出者、豊能町議会議員永並啓。賛成者、

同、福岡邦彬、同、野村剛志、同、管野英

美子、同、永谷幸弘、同、西岡義克。 

  提案理由。平成２７年度豊能町一般会計

予算の執行に当たり、四つの項目について、

再度、綿密に調査をし、検討を求めるもの。 

  ページをお開きください。 

  第２２号議案平成２７年度豊能町一般会

計予算の件に対する付帯決議。 

  平成２７年度豊能町一般会計予算を執行

するに当たり、下記４点について付帯決議

する。 

  １．住マイル助成制度について、平成２

６年度に実施した住マイル助成は、制度を

活用した人の全てが町内在住の方によるリ

フォームばかりで他市町村からの転入者が

ゼロという結果になってしまっている。平

成２７年度は転入を条件にするということ

だが、基本的に３０万円程度の補助金があ

るという理由で豊能町に住もうと考える人

はいない。制度を活用する人は、補助金が

なくても豊能町に住んでいた人たちである。

意味のないばらまき施策はやめて、豊能町

に住みたいと思わせる魅力ある施策を実施

することが重要と考える。事業の実施に当

たっては、この助成制度があったから豊能

町に住んだ人が活用できるように厳しく制

度設計を見直し、同時にばらまきではない

魅力的な施策を考えること。 

  ２．ウエルネス・ウオーキング事業につ

いて、ウオーキングの重要性については理

解するが、本町には、既に住民が主体とな

って２０年間も継続して実施しているウオ

ーキング団体が存在する。目的も内容も同

一の事業をわざわざ行政がする必要はない。

協働を推進していくのであれば、住民でで

きることは住民に任せ、行政は住民の活動

をバックアップするほうが効果的である。

そのため、早期に住民団体の方々と話し合

い、ウエルネス・ウオーキングの事業を住

民団体に移管し、多くの住民が今まで以上

にウオーキングに参加できる体制を構築す

ること。 

  ３．駐車場の有料化について、財政難が

理由と考えられるが、もう少し豊能町の実

情を考慮する必要がある。有料化している

自治体は、周辺の民間駐車場でも有料化し

ているという現状がある。しかし、豊能町
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で駐車場の有料化をしているところはない。

また、有料化をすることにより、違法駐車

がふえる可能性もある。さらに旧吉川幼稚

園は、豊能町西地区において一等地にある。

今回、民間企業に貸してしまうと使用した

いときに返してもらえない可能性もある。

綿密な調査に基づいて再検討をすること。 

  ４．遊休地の売却について、今回、売却

を考えている場所は決して大きな場所では

ないので、莫大な売却益が出るわけではな

い。３件全てを売ったとしても2,４００万

円にしかならない。また、平成２６年度に

プロポーザル方式で入札をし、不調に終わ

っていることも踏まえ、方向性を切りかえ

る判断が重要と考える。特に旧光風台消防

団詰所は、光風台駅からも近い場所にあり、

光風台自治会館も隣にある。その程度の大

きさの土地では大きな雇用が生まれること

もないので、今後の高齢化や防災対策に備

えて活用方法を再検討すること。 

  以上、付帯決議する。 

  平成２７年３月２０日。 

  豊能町議会。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  小寺です。 

  遊休地の売却について、本来行政が所有

している資産ですよね。資産の振りかえと

いうことが求められている。当然有効に使

わないといけないとは思うんですけど、遊

ばせてるということももったいない話だか

ら、これからは、今やっている会計で言え

ば損益計算書から貸借対照表、要するにＢ

Ｓの会計を中心に見ていかないといけない

じゃないかという考えがあります。資産を

振りかえると、無効なやつは捨てるという

か売却して新しい役立つものを手に入れる

と、振りかえていこうという考えがあるん

やけど、これだったら何も売るなと、そう

いうふうにとれるけどいかがですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  確かに大都市においては行政が所有して

いる土地において莫大な、何もしていない

遊休地などを売ることによって何千万円か

ら何億円の収入が得る場所もありますが、

豊能町においてはそれほどの収入がまずな

いという現実があります。そして財政難と

はいえ一自治体の中で、売ったところで2,

４００万円というのはわずかだと思ってい

ます。それよりも今後の活用を考えるとい

ろいろな、福祉なり防災なりの施設を活用

する必要性が必ず出てきます。そういった

ときのために残しておくという選択もとる

ほうがいいのではないかということで再検

討をお願いするものであります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、問題になってるのが公共施設のミニ

マム化というんですか、もう最小にしてと

にかく要らんもんは売り払うと、小さく小

さくしていこうという考えがあるわけです

よね。これだったらそこにまた公共施設を

建てろと、そういうふうにおっしゃってる

んですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  今の体制ではなかなかビジョンというも

のが示されていないので難しいかもしれま

せんが、やはりこれから、そのミニマム化
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というのはおっしゃってることは重々わか

ってはいるんですが、同時に防災対策、福

祉対策というものが豊能町には必要になっ

てくると考えます。そういった場合に、や

はり豊能町にはまず何をするにしても場所

が、土地がないんですね。そういった中に

おいては、この今回売却を考えている、特

に消防団詰所の跡地など、詰所などは一等

地にありますから、いろいろな行動をする

のには行動しやすいんじゃないか、そうい

う面も考えて、将来的に見ると必ず、そう

いう福祉の拠点であり防災の備蓄倉庫なり

いろいろなことが必要になってくると思い

ますので、何も全て売るなというわけでは

ありません。要らないところはどんどん売

ったらいいと思いますが、その一等地、今

後活用が見込まれるような、必要が高まる

ようなところは売らずに置いておくほうが

いいのではないかというものであります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２号議会議案は原案のとおり

可決されました。 

  日程第６「第３０号議案 平成２６年度

豊能町一般会計補正予算の件」を議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  中井副町長。 

○副町長（中井勝次君） 

  第３０号議案、平成２６年度豊能町一般

会計補正予算の件について御説明申し上げ

ます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  一般会計補正予算（第８回）でございま

す。 

  第１条といたしまして、予算の総額に１

億1,１３７万2,０００円を増額し、６７億8,

１９２万8,０００円とするものでございま

す。 

  次に、第２条といたしまして繰越明許費

でございますが、４ページをお開き願いま

す。 

  今回の補正は２月３日に地方への好循環

拡大に向けた緊急経済対策として、国にお

いて平成２６年度補正予算が成立したこと

を対応し、地域活性化・地域住民生活等緊

急支援交付金を活用した地域の消費喚起や

地方創生の先行的な取り組みのための事業

を補正するもので、全て翌年度へ繰り越す

ものでございます。 

  事業名、金額につきましては第２表に記

載のとおりでございますが、歳出の説明の

中で事業の概要を申し上げます。 

  それでは、今回の補正内容について、ま

ず歳出から御説明申し上げます。恐れ入り

ます、１０ページをお開き願います。 

  まず企画費でございますが、豊能町総合

戦略策定事業に係る費用でございます。特

に電子計算費でございますが、子ども医療

費助成事業の対象者を１８歳まで拡充する

ためのシステム改修費用でございます。 

  次に防災諸費でございますが、自主防災

組織の防災活動用資機材等の整備費用に対

して補助を行うものでございます。なお、

この予算につきましては平成２７年度予算
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にも計上しておりますが、平成２７年度予

算につきましては次の議会で減額補正を行

います。 

  １１ページをごらん願います。 

  子ども医療助成費でございますが、現行

の制度を１８歳までの入通院に拡充するも

ので、その拡充分のみを補正するものでご

ざいます。なお、この予算も平成２７年度

予算との重複分を含みますので、平成２７

年度予算の重複部分につきましては次の議

会で減額補正をいたします。 

  次に、母子衛生費でございますが、妊産

婦健診に係る助成限度額を拡大するもので

ございます。この中には平成２７年度予算

に計上した現行の助成制度に係る予算が含

まれておりますので、平成２７年度予算に

つきましては次の議会で減額補正を行いま

す。 

  １２ページをお開き願います。 

  商工総務費の商工事務事業でございます

が、地域における消費を喚起するとともに、

生活支援を行うためのプレミアム商品券発

行事業に係る費用と、豊能町内で企業をス

タートされる起業家に対して助成を行う、

地域しごと創生スタート支援事業補助金で

ございます。 

  次の観光事務事業は、観光用ホームペー

ジの作成や観光用コンテンツの整備等を行

うことにより、観光を起点とした町の活性

化を図るための観光情報発信事業補助金と、

地域の人々が主体となった、歴史や自然を

活用した町の活性化に係る活動に対し助成

を行うふるさと活性化応援事業補助金でご

ざいます。 

  次に１３ページをごらん願います。 

  文化財保護費でございます。 

  町の歴史資料等をデジタル化し、ホーム

ページで公開したり、町の郷土資料に係る

冊子を新しくしたりすることにより、豊能

町の観光資源のＰＲを図り、地域活性化に

つなげる郷土資料デジタル化事業の費用で

ございます。 

  歳出の御説明は以上でございます。 

  次に歳入について御説明申し上げます。 

  恐れ入ります。８ページへお戻りくださ

い。 

  国庫補助金の総務費国庫補助金から商工

費国庫補助金まででございますが、歳出で

御説明申し上げましたそれぞれの事業に係

る地域活性化・地域住民生活等緊急支援交

付金でございます。 

  次に９ページの基金繰入金でございます

が、今回の補正の財源調整のため財政調整

基金より繰り入れるものでございます。 

  御説明は以上でございます。御審議いた

だき御決定賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。

質疑ございませんか。 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今回の補正は急だったこともあって仕方

ないのかもしれないですけど、ほとんど重

複する項目ということやから、つけ出しと

言って違いないなと。本来、地方創生とい

う趣旨からしたら、ここであえて言えば、

商工総務費の１９番補助金８００万円、こ

れだけですよね。２０％ですかね。4,１０

０万円の約２０％ですけども、これすらも

ひょっとしたら何も案がないということじ

ゃないんでしょうか。案はこれこれこれと

何ぼか挙げられるんでしょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  石田建設環境部長。 

○建設環境部長（石田 望君） 

  お答えいたします。 
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  列挙というか、今回この交付金に対しま

しては地域の課題に役立つコミュニケーシ

ョンビジネスということで、地域内で新た

な企業ということでされる方について補助

するという事業で、内容につきましては審

査等をやりまして、その中で決めていきた

いというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  例えばこんなんがあるだろう、あんなん

もあるだろうという予想というか、そうい

うのはありますかということです。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今般の地域しごと創生スタート支援事業

につきましては、二つの種類を考えており

まして、地域内で企業等をスタートされる

ための助成の事業と、もう一つは空き家等

住宅を活用した企業のスタートをされるた

めの助成事業の二つを考えております。地

域内での企業等のスタートの助成につきま

しては５００万円。もう一つ、空き家等を

活用した住宅等の企業のスタートにつきま

しては３００万円ということで、合わせて

８００万円という予定をしております。 

  地域内の企業等のスタートの助成につき

ましては、対象としましては地域課題に資

するコミュニティービジネスでありますと

か、地域性を生かした新たな起業、それか

ら住宅や空き店舗等を活用したテレワーク

などを想定しておりまして、もう一つの住

宅等を活用した起業と言いますのは、助成

は、対象はその起業を目的とした住宅の取

得でありますとか、起業を目的としたリフ

ォーム、これらに対して助成をしようとい

うものでございます。 

  どのようなイメージを持っているかとい

うことでございますけども、買い物を支援

するための移動販売でございますとか、田

舎暮らしを支援するための空き家の流通促

進でございますとか、町の特産品のインタ

ーネット販売、それから農業法人による直

販所とか、あとは住宅で勤務が可能なＩＣ

Ｔ、例えばウエブデザインなどでございま

す。それからまた自宅を改装してカフェを

始めるとか、住宅を取得してテレワークを

始めるとか、そのような、空き店舗で直販

所を始めるとか、いろいろ考えられると思

いますが、そのようなことに対して助成を

行っていきたいというものでございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  小寺正人議員。 

○８番（小寺正人君） 

  今、起業というのは非常に難しいと。

我々も起業してきましたから、難しさは、

特にお金の件でとても難しいですわ。豊能

町でも何件も、起業しはってもだめなケー

スのほうが多いですよね。成功してるほう

が多分少ないと思う。このお金を利用して、

図書館の指定管理を考えてはるわけやから、

二つ方法があるんですよ、図書館の指定管

理ね。一つは今検討してはるて言ってる、

企業を呼ぶという方法と、それからもう一

つはＮＰＯを育てて、それに渡すと、そう

いう方法二つあるんですよ。そのＮＰＯを

育てるという、それに使ってやれば地域お

こしができると思うんですよ。それ育てて

やらないと企業には対抗できないので、そ

うやってる自治体もあるんですね。そうい

うことをやってみてはどうかと思うんです

けど、どうでしょう。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 
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○総務部長（内田 敬君） 

  今の指定管理、図書館での指定管理でご

ざいますけども、それが起業に当たるかど

うかということになろうかと思いますけど

も、確かにＮＰＯとか立ち上げられて、そ

れで一種の起業ということになろうという

ことであれば、我々が今提案している補助

金の対象になるのかなというふうに思いま

すが、そのコミュニティビジネスでありま

すとか地域の課題に対応するというような、

そういう住民の方々とか団体の自主性を重

んじた起業というものについて、我々助成

をしてまいりたいというふうに思っており

ます。決してその図書館の指定管理を行う

というＮＰＯが対象外ということは思って

おりませんけども、それに該当するならば

この助成は当然対象になるんだろうという

ふうには思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  野村です。 

  再三、地域の課題という言葉が出てきま

す。このあたりもう一度質問させていただ

きたい。具体的に理事者側の思われるその

地域の課題というのをお教えください。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  特にこのたびのまち・ひと・しごと創生

ということにつきましては、仕事づくり、

それから人口減少対策、少子化対策、これ

に重きを置くということとされております。

豊能町においてはその両方が課題となって

おるわけでございますけども、先ほどから

御指摘のこの地域しごと創生という面で申

し上げますと、やはりそういう働く場とい

うものが豊能町内にないということ、それ

から空き家がふえてきているということ、

この二つを一度に解決することが必要では

ないかというようなことを考えておりまし

て、そのためには起業家を誘致することと

空き家を活用すること、この二つを同時に

解決する制度が必要というようなことから、

このたびのこのような制度を考案したとい

うようなことでございます。これやってみ

て成功するかどうか、実はわからないんで

すけれども、まずはこれやってみようとい

うことで、一生懸命ＰＲをしてそういうお

気持ちを持っておられる方を誘致してまい

りたいと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  野村剛志議員。 

○１番（野村剛志君） 

  全てのことに、今、することに終始され

てると思います。することが目的になって

はいかんと思います。全てのことは目的を

一つ持ってそれに対する手法を講じるとい

うことです。このあたり予算ありきではい

かんし、実際どうなりたいのか、この町を

どうしたいのか、将来どのように豊かにし

ていくのか、この施策のビジョンが本当の

ところしっかりあって、それに対してぶれ

ずにやることが大事と考えます。今言われ

たその課題というところを解決する、根底

にあるものはもっと大きなものであるかと

も思います。例えば道路の交通の施策であ

ったりとか、実際は教育に対する助成であ

ったりとか、ただ、今出てきたその助成に

対して飛びつくというところというのは非

常に問題が多いかと思います。全ては事前

の準備が必要で、それに対する施策を、お

金がもしあったらどういったことを本当に

豊能町として進めないかんのか、そしてど

うなりたいのかというところが大事と思い

ますが、この目標・目的というところに対
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して重きを置くというお考えはおありでし

ょうか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  今、御指摘の交通の課題、教育への課題、

これは当然ございます。ただ、今回、我々

が上げさせていただいた補正予算につきま

しては、大阪府を通じて国と協議をしてま

いったわけでございますけれども、ハード

面については対象外であること、それから

１年間で結果を出して、成果指標も示して、

それによって評価をして国に報告しなけれ

ばならないというようなことから、今おっ

しゃったような課題につきましては中長期

的な課題というふうに思っておりますので、

今後１年間かけてつくる総合戦略に盛り込

めるものは盛り込んで、その後平成２８年

度からの５年間で取り組んでいくべき課題

であるというふうに認識しております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  この１０ページの歳出のとこですね。業

務委託料1,６１６万8,０００円、これ説明

の中では企画をする企画費やということで、

コンサルにほとんどまずその費用は行くと

いうことやねんけども、今回のこの予算、

補正予算につきましては、地域の活性化に

向けた国の地方創生予算という、ごっつい

予算なんですよね。豊能町も、いわゆる豊

能町の総合戦略の策定ということで、ごっ

ついことを言うてるにもかかわらず、残念

ながら4,０００、何ぼやったかな。全部で

１億円弱やね、これ。4,１１５万2,０００

円か。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  だからその創生の予算として地域活性化

に向けて、地域活性化予算ということで出

てる、これに関係した補正が出てるわけで

すけども、やっぱり今、豊能町の職員もそ

うやけど、全体的に危機感がないと思うん

やね。それともう一つ、やっぱり使命感が

ない。やる気があるのかないのか。あるか

らたまたまやろかいうようなことではこれ

無理やと思うんですよ。その辺、この５年

かけていうことも今、出ておったんやけど

も、これを誘い水にしてやっていくという

形なのか、これっきりで終わるのか、この

辺ちょっとまずお答え願いたいと思います。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず我々考えておりますのは、平成２８

年度から５年間の総合戦略の策定でござい

ます。その中で、５年間で終わるもの、そ

れから５年間もかけずに３年で終わるもの

もひょっとしたらあるかもわかりませんし、

６年目以降も続けなければならないものた

くさん、それは混じってくるものというふ

うに思っておりますし、結果を見てその辺

は判断をしていくものもたくさんあろうか

というふうには思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  これ例えば５年もかけるようなプランや

ったら、やっぱり国のほうも見ますからね。

豊能町はどんなことをして将来的にどうす

るのかって。それに向けてはやっぱり確固

たるプランニングが必要やと思うんですよ。

先ほど聞いたら業務委託料が1,６００万円

かな、これがほとんどコンサルみたいな形

になってるわけやけど、ここのところをさ

っきも言うたように、各職員がしかけてい



 

 4－57 

くと、まちづくり仕掛け人として頑張って

いかんと、こんな予算実現ができへんと思

う。その辺のかたい意志を、町長、一言お

願いしますわ。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  おっしゃるようにこれはやはり職員も一

丸となってやる必要があるかと思っており

ます。今回もこの総合戦略、またこの先行

事業、こういったことも通しながら一丸と

なって頑張ってまいりたいと思います。以

上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかにございませんか。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  橋本です。 

  今回のこの地域創生の関係で、先ほどか

ら何回もまち・ひと・しごとという言葉出

てきてます。これは当然国の方針やけども、

豊能町に置きかえたときに、仕事という規

模とか対象のイメージってどのようにお持

ちですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  豊能町においては市街化区域のほとんど

が住宅地でございまして、市街化調整区域

においては土地の規制等があって企業誘致

が困難というような状況、これが現実でご

ざいます。空き家につきましても市街化区

域の中に多いというような状況で、広い土

地がないと、これが第一の豊能町の環境か

なというふうに思います。特産物というも

のもあるのはあるんですけども、その特産

物を生かした起業というところまで結びつ

いていないというのも一つありますし、直

販所をやろうということになりましても、

その直販所をやるための、その生産者の協

力といいますか、安定して生産をするとか

供給をするとかいうことも、これまた困難

な状況というような中で、そういう大規模

な事業というものは難しいだろうというふ

うに思っておりますので、先ほどから申し

上げたようなコミュニティービジネスであ

りますとか、空き家を活用したビジネスで

ありますとか、そういう小さいところから

やっぱりやっていくべきではないかと、そ

れが大きく育っていったらいいのかなとい

うようなことを考えております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  やっぱりこれ、僕さっき申し上げたけど

も、やっぱり夢がないんですよ。例えば今

の調整区域の話、例えば生産者の協力がと

か、それはもうできへんという前提でやっ

たら、きっとこれって何もできないですよ。

僕が一番危惧してるのは、仕事づくりって

言うてるけども、一番懸念しているのは、

今、豊能町に住んでる人が起業されて、そ

の人１人が働く場ができたみたいなことに

なって、特に雇用の人数もふえへん、人口

もふえない、ちょっとにぎわいはできるか

もわからへんぐらいにしかできんのちゃう

かなと思うんです、今の話聞いてたら。そ

こをやっぱりもっともっとしっかりと、今

年度は仕方ないとしても、今後その総合戦

略を立てるに当たっては、もっともっとそ

の辺ゼロスタートで、ほんまにどうすべき

かということをやらなあかんと、すごく思

うんです。だからその辺が今の考えはきっ

と余りにも既成、固定観念のもとで余りに

も考え過ぎているというような気がするの
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で、今回この予算はええとしても、やはり

次年度以降、今回これそれで総合戦略つく

っていく、計画を立てていく上でもっとも

っとやっぱりドラスティックに考えてやっ

ていかない限りは、きっと仕事なり人の動

きというのは多分できへんと思うんですよ。

そのあたりは町長、どのように考えておら

れますか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えいたします。 

  当然ながら大きな企業、できればそれに

こしたことはないと思っています。ただこ

の町、御存じのように住宅中心に成り立っ

てきた町でございます。またその土地につ

いても、今ほとんどは市街化区域について

は建物が建ってるという状況でございます。

ただ、そんな中でもやはりしていかなけれ

ばいけないという思いは当然ながらござい

ます。そんな中で、一つはやはり規制を外

すということで、市街化調整区域であって

も、例えば駅前の土地、沿道の土地、今地

区計画ははめられても農業用地であればで

きないということがありますので、そうい

ったことに関しては要望していきながら、

そういった土壌も整えていきながら、一方

で今回やっぱり起業いうのも一足飛びに大

きなものってできないと思うんですよね。

ですから今回のこういったコミュニティビ

ジネス、こういったところからやっぱり始

めるというのもこれは大事なことだと思い

ますので、やはりそういったところを一歩

一歩見ていきながら進めていくと。一方で

またこの地域の中での課題というのもたく

さんあります。高齢化に伴っていろいろな

サービスが必要になってきている方もいら

っしゃる。また農地のほうでも高齢化に伴

って耕作放棄地なんかもふえていってる。

そういった課題もございますので、そうい

った課題が、逆を見れば一つのビジネスに

もなり得るということになるので、そうい

った課題の解消に努めながら、起業につな

がるような、そういったことの誘導ができ

ればいいのではないかというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  最後に、これ今おっしゃるようなこと、

やっぱり僕イメージどんだけしても、今、

部長がおっしゃったこと、町長がおっしゃ

ったことでは、きっと豊能町の人が、例え

ば高齢者の方が第二の人生を、定年された

人が働く場所とかパート先、パート先にも

多分なれへんかなというようなイメージし

かないんですよ。それやったらこんなんや

る意味ってほんまにあるんかなと。しかも

そこに金を出してやってもらう。やっぱり

そこはもっともっと、確かにできへんかも

わからんけど、やっぱりもっともっと大き

なとこを見てやらないと、きっとそれだけ

やったらほんまにやる意味あるんかなとい

う気するんです。その辺は、現実はそうか

もわからへん、最終的にはね。やっぱりつ

くる段階においてはもっともっと大きく見

てやるべきやというふうに思うので、そこ

はしっかりと練って、これがあるから無理、

これがあるから無理じゃなくて、これをす

るためにそれをどうしたらいいかという観

点の逆説でやらないと、これがあるから無

理というところから始まったら何もできな

い。そこはしっかりとやってもらうように、

逆に言うたらこれ多分チャンスやと思うん

です。町長の答弁の中でも最後のチャンス

やっておっしゃってましたけど、ほんまに
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そう思うんやったらそれなりの覚悟を持っ

てしっかりとやっていただくようにお願い

したいと思いますけども、そのあたりどう

ですか。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  田中町長。 

○町長（田中龍一君） 

  お答えします。 

  本当に私もこれ最後のチャンスだと思っ

ております。国も一定お金をいただいてま

すので、これをやっぱり活用していきたい

と思っております。そんな中でもやはり皆

さんからも御意見いただきながら、何かい

いような提案があれば、それはそれで聞か

せていただきたいと思っておりますので、

これはやはり、もう豊能町だけではなくて

町一丸となってこれはやっていくべきこと

だとも思っております。本当に大きなこと、

それは大きなこともそれは当然できればそ

れにこしたことはない。でも大きなことっ

ていうのはやっぱり小さなことから始まる

ということもありますので、まずは今回、

今、コミュニティビジネス、起業、こうい

ったことが大事なのか。コミュニティビジ

ネスの一つの大きなメリットといたしまし

ては、地域の中で雇用を解決しながら雇用

も生む、またその地域の中でお金が回ると

いう意味で、これは一つ地域の中で、小さ

な企業であってもお金も回る、人も回る、

そういった意味では一定豊能町にとっては

私はプラスになるかと思っておりますし、

やはり小さなことから大きなことにつなが

るということも当然ながらありますので、

その辺はしっかりと頑張っていきたいと思

っております。 

  以上でございます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  何点か質問させていただきます。 

  今の町長の答弁を聞くと、漠然とした精

神論的な抽象的なことは言われるんですけ

ど、そこから具体的なイメージが持てない

ですね。まず豊能町総合戦略策定事業なん

ですけど、一丸となってということを言わ

れましたけど、それをほとんどがコンサル

に企画を練るわけですね。この事業って多

分他市町村も多くの自治体が取り組むもの

だと思うんですけど、そしたらコンサルは

どのようにして豊能町独自のものを出して

くるというふうに思われますか。もっとそ

こに職員の方が入っていかなかったら、豊

能町独自の施策というものは全然出てこな

い。どこでもあるようなものが並んでしま

う戦略になってしまいますので、そこら辺

の考えをお聞かせください。 

  そして地域しごと創生スタート事業なん

ですけど、よく社長とかいうのは起業する

のは簡単と言うんです。それを維持してい

くのがすごく難しい。一番気になるのはこ

のソフトの事業にしか補助金はつかないと

言いながら、このことに関してはリフォー

ムであったりハード面にお金を出すんです

よね。先にリフォームとかそこにお金を突

っ込んでしまって、事業の運営の部分とい

うものはなかなか見えてこないわけなんで

すけども、それならばハード面は置いとい

て今ある施設で何か最低限して、ソフト面、

維持費、いろいろな物で事業を継続すると

いうものにはお金がかかりますから、そう

いったところに毎月でも、いきなり全額出

すんじゃなくて、毎月少しずつ事業費の補

填をするような、補助をするような体制を

とったほうが私はいいかと思うんですけど、

そこら辺のお考えをお聞かせください。 

  そしてあと、１年で結果を残すというこ

とを内田部長言われましたけど、どうして
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もＰＲというのが、漠然としたＰＲという

のが多いんですね。郷土資料デジタル化事

業とか、これはどういうふうに１年後国に

対して、こんだけ効果があったよというよ

うな報告をされるのか。どういうふうに今、

それは今のうちから考えておかないと、ど

の段階で成功というふうにみなすのかとい

うのは今のうちから考えておかないといけ

ないと思いますけど、そこら辺お聞かせく

ださい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まず１点目、総合戦略策定のコンサル委

託の件でございます。コンサルには委託は

いたしますけども、当然これは職員が町の

ことを一番よく知っておりますので、町の

実情を述べ、それでコンサルにそういうデ

ータをいただいたり、いろいろなそういう

企画、民間の知恵をかりるというようなこ

とをいたしますし、この戦略策定に当たっ

ては住民の方をはじめ産業界でありますと

か金融機関、それから学識経験者なども入

っていただいた中でさまざまな意見を取り

入れてつくっていくということでございま

して、コンサルに丸投げするというような

ものではないということで御理解を願いた

いと思います。 

  それからしごと創生の補助金でございま

すけれども、確かにリフォームとかそうい

う住宅の購入等にも補助をしようというよ

うな考え方でございますけども、これにつ

きましても助成をするということになりま

すとやはり選考というものが必要であろう

というふうに思っておりまして、この選考

に当たりましても事業者の方とか金融機関

とかそういう方の御意見もいただいて、お

知恵をかりて、助成の対象であるかないか

ということは選定をしていきたいと。そう

いう選定の中で、これはというものに対し

て助成をしていくということにしてまいり

たいというふうに思っております。 

  毎月少しずつ出すような案はないかとい

うようなことでございますけども、今のと

ころは一括で補助金交付ということを考え

ておりますけども、今いただいたような案

も確かになというようなとこもございまし

たので、今後の制度設計の中でそのことも

含めて考えてまいりたいというふうに思い

ます。 

  それから国にどのように報告していくの

かというようなことでございますが、来年

の３月までにこれらの事業を全て終えまし

て国に報告するわけでございますけども、

国に報告する際にはこの間、国と豊能町で

やりとりしてきた、こういう事業をやりま

す、こういう指標でやります、こういう目

標ですというのを言うてあるので、それに

基づいて、目標はこうでしたがこうでした

と、そういう報告の仕方をするということ

になります。 

○議長（竹谷 勝君） 

  永並啓議員。 

○９番（永並 啓君） 

  総合戦略策定事業ですけど、やはりこれ

コンサルにもアドバイスもらっていろいろ

なところから協力を得るということですけ

ど、多分日本全国の自治体これするんです

よね。そしたらその独自性というものはな

かなか、そのコンサルとかいろいろな人が

いろいろなところにかかわっていくわけで

すね。それでやはり、職員が本当に中心に

ならなければ、多分豊能町独自の施策って

出てこないと思います。いろいろな、いつ

もどんな施策をするにしても学識経験者、

いろいろなことは同じようにされてきまし

たよね。多分今までの計画もそういった方
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はメンバーに入ってたと思います。でもこ

の現状なんですよ。それを今回、最後のチ

ャンスで何かするわけですから、今までに

ないような取り組みをしなかったら、多分

同じような、他市町村と変わりないような

ものができ上がってくるんじゃないかなと

いうのが一番不安なんですね。やはり僕は

職員みずからが考えるんであれば、やはり

いろいろなところに出向き、歩いて肌で感

じて、それがすぐに具体的な成果ではなく

ても、きっかけみたいなものはどんどん出

していくような体制をして、職員が中心に

なった企画の中で、コンサルに、こういっ

た場合はどうかというアドバイスをもらう

ような形にしないといけないと思いますの

で、そこら辺はぜひともよろしくお願いい

たします。 

  それと、地域しごと創生ですけど、やは

り最初に一括して渡すと、今、内田部長が

言われた事業ですね。地域のちょっとした

物産の販売であるとか課題の解決とか、多

分すごい利益が莫大に上がるような感じで

はないんですね。そうしたら細々と続ける

ような形の事業のイメージしか浮かばない

んですよ。それであるならばなおさら先に

きれいなもの、ハードから入るんではなく

て、それにかかる人であったり、いろいろ

な人件費とかは常にかかりますし、いろい

ろなものでお金って維持するのが一番大変

なので、こういったとここそハード面では

なくてソフト面に、ソフトのところに補助

を出すというような形にはぜひとも変えて

もらいたい。最初に一括してどんと渡して

しまうと、もうそこから先、チェックでき

ませんからね。やりっ放しで何かやったか

どうか、ずっと毎日営業してるか何かわか

らないという状況になってはぐあい悪いの

で、毎月の活動を見てその補助をするとか、

かなり行政自身もシビアに捉えていかない

と、本当のリフォームで終わってしまうよ

うな事態になりますので、そこはよろしく

お願いします。 

  やはり、あと、ＰＲに関しても同様なん

ですけど、もっと、デジタル化をしました、

それだけじゃなくて、それをどう展開する

かですね。今までと同じようにホームペー

ジに載せてというのではなくて、それを活

用して何かのイベントをするとか、何かそ

こから一手、二手、何か展開があると国の

ほうも、これ継続していくともっとこの事

業っておもしろくなるな、なんですけど、

ただＰＲと言ったら、一番怖いのは、ＰＲ

しましたけど余り見られませんでしたとか、

余り効果ありませんでしたで終わってしま

うような報告が怖いので、そこら辺は、そ

れをきっかけに続いて何か展開というもの

を先に、その１年かけてじっくり考えてい

ただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁はいいですか。 

○９番（永並 啓君） 

  いや、幾つかあればお願いしたい。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  町の独自性を出すようにというようなこ

とでございます。これはもちろんでござい

まして、コンサルは確かにおっしゃるとお

り、全国で同じ業務が委託されるわけでご

ざいますから、いわばコンサルの取り合い

みたいになるのかなというようなことも想

定しております。当然職員がコンサルにい

ろいろなことを言いまして、コンサルに頼

るのではなくて、職員が独自の案は出して

まいりますけども、先ほども言いましたが、

やっぱり事業者でありますとか住民の方々、
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それから学識経験者、地元の金融機関など、

これらの方も当然独自の考えをお持ちでご

ざいますから、それらの御意見も頂戴して

新たな戦略をつくっていくということを考

えております。 

  それから仕事の創生についてはハードで

はなくソフトにというようなことでござい

ます。ただ、それはそうなんですけども、

どうしても起業するためにはイニシャルコ

スト、これは必ず要るということを我々思

っておりまして、そのイニシャルコストに

ついては助成をしていきたいというような

考えを持っておりますので、それで空き家

とかそういう住宅に対するということを申

し上げておりますが、全てそのイニシャル

コストだけにというようなこともないかも

わかりませんが、そこらについては制度設

計の中で考えてまいりたいというふうに思

っております。 

  それから観光のデジタル化の話でござい

ますけども、これについても次の展開があ

るべきやということは、それは確かにそう

でございまして、ホームページをつくって

おしまいということではなくて、観光のＰ

Ｒにつながるように、また豊能町においで

いただく方がふえるように、そのようなこ

とを目指してまいりたいというふうに思っ

ております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  済みません。何点か聞かせていただきま

すが、８番の地域しごと創生スタート支援

事業って、前、資料をもらった中にありま

して、今るる御説明いただいてるんですけ

ど、地域内で新たな起業をしたら５００万

円、空き家を活用したら３００万円って聞

いたんですけど、これってその起業した人

に１件対象で５００万円差し上げるって理

解したらいいのか、空き家活用も１件に対

して３００万円って思ったらいいのか、ち

ょっとそこをお聞きしたい。大体何％の補

助を考えてらっしゃるのかということです

ね。 

  それと二つ目、子ども医療費助成なんで

すけど、これ、まち・ひと・しごと創生法

に基づいて出てきたお金なんですけど、こ

れが子ども医療費助成事業につながった経

緯。 

（発言する者あり） 

○５番（井川佳子君） 

  まち・ひと・しごとでしょう、つながっ

た、その経緯みたいなの、どうしてそれを

ここに結びつけたかっていうことですね。

それが知りたいです。 

  それと、来年３月までに国に報告ってお

っしゃってますけど、もしそれ、これ事業

ですね。それまでに例えば地方創生先行型

の場合だと特定財源、国の特定財源が4,１

１５万2,０００円充てられてますけど、そ

れもし全部使えなかったときどうなるんで

すかってことです。だからその部分の何％

使ったらその分だけあげますよということ

なのか、もしくはこれ全部使わないともら

えませんよと。じゃあ、あと今までした分

は町単費で全部やるんですかっていう、そ

ういう危険性もはらんでるんですかってい

うことを聞きたいのと、あと四つ目ですね。

先ほどから話題に上がってますが、コンサ

ルタントに相談する件です。以前、これじ

ゃなくても福祉のところで、多分計画を立

てるときにコンサルに頼んだけれども、何

かそこに集中したので、できなかったので

繰り延べしますっていう話を何か聞いたこ

とがあります。間違ってたらごめんなさい。 

（発言する者あり） 

○５番（井川佳子君） 
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  今回あったでしょう。これ同じことがこ

こに起こるんじゃないですか。今、言いま

した危険性がはらんでませんかって言った

こと。この1,６１６万円だったっけ、この

コンサル代組んではりますけど、これって

もう確保されてるんですよね。確約されて

るってわけではないでしょう。 

（発言する者あり） 

○５番（井川佳子君） 

  すごい危険だと私はすごく思うんです。

それはやっていただいたらとてもすばらし

いことだと、異議を唱えるものでもないん

ですけど、でもやっぱり異議を唱えたい部

分もありまして聞いております。よろしく

お願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  答弁を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  まずしごと創生の助成金でございますけ

ども、これは５００万円と３００万円と申

し上げましたのは、５００万円のほうは２

５０万円が１件ということで、２件で５０

０万円。３００万円のほうは１件３００万

円ということで、合計３件の起業というよ

うなことを考えております。 

  それから補助金の％、何％補助かという

ことでございましたが、それが上限額とい

うことでございますので、ひょっとして２

５０万円までの起業ということであったら

１００％補助でございましょうし、1,００

０万円かかっているということで２５０万

円の助成でしたら４分の１助成というよう

なことで、上限が２５０万円と３００万円

というようなことを考えてございます。 

  それから子ども医療がなぜこの交付金の

対象になったのかということでございます

けども、先ほども申し上げたとおり、今回

のこの国の交付金は地方で仕事をつくるこ

と、それから地方の人口減少と子どもの減

少、これを食いとめること、これが目的で

ございましたので、子ども医療費の助成の

拡大、これについては子どもの増加につな

がるということで国で御評価をいただいた

ということでございます。 

  それから交付金、使い切れなかったらど

うなるかということでございますけども、

今回は4,１１５万2,０００円が上限という

ことで交付される見込みでございますが、

それ以上使えば4,１１５万2,０００円満額

いただけるということで、どの事業に幾ら

使うかということは決算額を見ないとわか

りませんけども、合計でその交付金、上限

額を上回っておれば満額いただけると。た

だ、合計してもその交付金上限額を下回れ

ば、その決算額そのものが交付金額とイコ

ールになるだろうというふうに思っており

ます。 

  それからコンサルの委託が入札不調にな

った件があるけども今回大丈夫かというこ

とでございますけども、先ほどもちょっと

言いましたが、コンサルの取り合いという

ことになろうかなというふうなことを思っ

ておりますので、早く入札をして、入札不

調に陥らないように準備を進めてまいりた

いと思っております。 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほかございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ５番・豊鳴クラブ、井川佳子でございま

す。 

  この件につきまして、反対の立場で討論

させていただきます。 



 

 4－64 

  国の施策に乗って町を活性化するという、

大筋については私は別に異議を唱えるもの

ではないんですけれども、そこの中でやは

り子ども医療費助成事業につきまして、高

校生までの入通院費助成拡大ということで

すね。これはこの５年間はそれはそれでい

いかもしれません。その後じゃあどうする

んですかと。これがずっとずっと負の遺産

になっていくんじゃないかと、今すごく危

惧しておりますので、私はこれに反対させ

ていただきます。どうぞ皆さんも御理解い

ただいて私の案に賛成してくれるとうれし

いと思います。 

（発言する者あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  ほか、討論ございませんか。 

  西岡義克議員。 

○１３番（西岡義克君） 

  西岡でございます。 

  第３０号議案に対し賛成の討論をさせて

いただきたいと思います。 

  政は徳をもってなすと申しますが、今、

政治と経済が一つとなって文化の壁、生き

がいを高くすることが肝心であります。国

の借金が、今、1,０３０兆円以上もあるの

に国民の1,４００兆円もの貯金があるとい

う借金王国を自慢する国会議員もいますが、

行政能力の欠如と議会のチェック機能の低

迷を感じるわけであります。同時に豊能町

に日本の縮図を見るような気もいたします。

年頭、私は東京の研修に、安倍総理の地方

創生元年と、母性社会いわゆる依存社会か

ら父性社会、自立社会への転換を痛感いた

しました。今回の委員会でもつくづくと行

政の危機感の欠如と議会軽視を感じたわけ

であります。今回のこの補正予算はまさし

く国の創生予算であります。今、増田元総

務相の言う豊能町消滅自治体への回避に向

け、自己決定、自己責任のもと危機感を持

って対応しなければならないときでありま

す。そのために我々は石破創生相の地方の

独自性を生かした地方創生ＰＣＤＡの評価

と改善の実行が、我々は急務であります。 

（発言する者あり） 

○１３番（西岡義克君） 

  今回のこの補正の2,４６７万3,０００円

もそうですけども、地域公共交通促進事業

同様、行政の情報の開示と説明の遅滞は議

会軽視そのものであります。地方創生予算

というのは地方の自立を促す地方の行政能

力を試すものであります。また、国は弱い

地方自治体の自然淘汰の実験をしているの

かもわかりません。さらに弱小自治体を合

併させ強固にして、地方交付税を減らそう

という策かもしれません。最悪の事態は、

先ほども申しましたように、消滅自治体を

つくって地方交付税をゼロにする策かもわ

かりません。つまり今、地方自治体の真価

が問われているところであります。今回の

この事業委託料1,６１６万8,０００円、こ

れにしても、熱い思いで使命感を持って実

行すべきであります。私はこれ、心して行

政がかからなければならない重要な予算で

あろうと思っております。地方自治体が変

わらなければ何も変わりません。自分が変

わらなければ人も変わりません。今やらな

ければ、自分がやらなければ、こういう町

をよくしなければという郷土愛と住民本位

の協働の精神がなければ、消滅自治体は陥

落は間違いありません。キーワードは郷土

愛と協働であります。文化は住民の生きが

いであります。この町で生きてよかったと

いう町にすべく、住民行政が一体となって

やらなければいけません。そのために情報

の共有化と説明責任の履行は当然でありま

す。住民の代表機関である議会軽視では住

民との信頼関係も住民参画もあり得ません。

郷土愛のあるまちづくりに仕掛け人として、
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住民とともに生きる豊能町に向かって危機

感を持って、勇気と決断力で地方版総合戦

略を打ち立て、率先垂範、使命感を持って

政策を強行し、もって豊能町の活性化を図

ることを願って賛成討論といたします。行

政手腕を期待いたします。どうぞよろしく。

賛同いただきますようにお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  あと、討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（多数起立９：３） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立多数であります。 

  よって、第３０号議案は原案のとおり可

決されました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま橋本議員から、第３号議会議案

及び第４号議会議案が提出されました。こ

れを日程に追加し、追加日程第３及び追加

日程第４として議題にしたいと思います。

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。第３号議会議案及

び第４号議会議案を日程に追加し、追加日

程第３及び追加日程第４として議題とする

ことに決定いたしました。 

  追加日程第３「第３号議会議案 豊能町

議会委員会条例改正の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  橋本です。 

  第３号議会議案、豊能町議会委員会条例

改正の件。 

  豊能町議会委員会条例の一部を改正する

条例を次のように定める。 

  平成２７年３月２０日提出。 

  提出者、豊能町議会議員橋本謙司、賛成

者、同、管野英美子、井川佳子、永谷幸弘、

小寺正人、永並啓、福岡邦彬、高尾靖子、

西岡義克、川上勲でございます。 

  提案理由、地方教育行政の組織及び運営

に関する法律の一部を改正する法律（平成

２６年法律第７６号）による地方教育行政

の組織及び運営に関する法律及び地方自治

法の改正に伴い、必要な規定の整備を行う

ものであります。 

  豊能町議会委員会条例の一部を改正する

条例。豊能町議会委員会条例（平成３年豊

能町条例第１３号）の一部を次のように改

正する。 

  第１９条中「教育委員会の委員長」を

「教育委員会の教育長」に改める。 

  附則、この条例は、平成２７年４月１日

から施行する。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 
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  よって、第３号議会議案は原案のとおり

可決されました。 

  追加日程第４「第４号議会議案 豊能町

議会会議規則改正の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  橋本です。 

  第４号議会議案、豊能町議会会議規則改

正の件。 

  豊能町議会会議規則の一部を改正する規

則を次のように定める。 

  平成２７年３月２０日提出。 

  提出者、豊能町議会議員橋本謙司、賛成

者、同、管野英美子、井川佳子、永谷幸弘、

小寺正人、永並啓、福岡邦彬、高尾靖子、

西岡義克、川上勲でございます。 

  提案理由、本町においては、本会議の会

議録は紙媒体だけでなく電磁的記録でも作

成されていることから、電磁的方法による

議員への提供を可能とするものでございま

す。 

  次ページをお願いします。 

  豊能町議会会議規則の一部を改正する規

則。豊能町議会会議規則（平成３年豊能町

議会規則第１号）の一部を次のように改正

する。 

  第１２５条を次のように改める。 

  （会議録の配布）第１２５条会議録は、

議員及び関係者に配布（会議録が電磁的記

録をもって作成されている場合にあっては、

電磁的方法による提供を含む。）するとい

うことでございます。 

  附則、この規則は、平成２７年４月１日

から施行するものでございます。 

  よろしくお願いします。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（竹谷 勝君） 

  起立全員であります。 

  よって、第４号議会議案は原案のとおり

可決されました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会及び広報特別委員会より、

閉会中の調査申し出があります。これに御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって閉会中の審査を許可いたします。 

  以上で、本定例会に付された事件は、全

て終了いたしました。 

  よって、会議規則第７条の規定により本

日で閉会したいと思います。これに御異議

ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（竹谷 勝君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、本定例会は、本日で閉会するこ

とに決定いたしました。 

  これで、本日の会議を閉じます。 

  本定例会の閉会に当たり、町長から御挨

拶がございます。 

  田中龍一町長。 

○町長（田中龍一君） 

  議長から発言のお許しが出ましたので、
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平成２７年第１回豊能町議会定例会の終わ

りに当たりまして一言御挨拶申し上げます。 

  定例会に御提案させていただきました３

０議案につきまして、長時間にわたり御審

議いただき、第１４号議案につきましては

修正案をいただきましたが、全て可決、御

決定いただきましたことに対しまして、心

よりお礼申し上げます。 

  平成２７年度の当初予算につきましては、

新年度も町税の減少が続き、大変厳しい財

政状況ではございますけれども、そのよう

な中で人口減少・少子化対策、教育・子育

て支援、地域防災力の向上の３点に重点的

に配分した予算編成といたしました。この

予算に対しまして皆様から御審議を通しま

していただきました付帯決議や御意見を留

意させていただきまして、今後実施してま

いりたいと思っております。 

  また、平成２７年度は豊能町人口ビジョ

ンと平成２８年度からの５カ年計画である

豊能町総合戦略を策定し、豊能町の活性化

を進めます。今回、その地方創生先行型事

業として平成２６年度の補正予算を計上し、

平成２７年度に先行して事業を実施してま

いりますので、皆様におかれましては御理

解のほどお願い申し上げます。 

  豊能町も少しずつ暖かくなってまいりま

したけれども、まだまだ寒い日も続くこと

もあると思います。また、地方統一選挙な

どで、皆様におかれましては大変お忙しい

とは思いますけれども、お体には十分御留

意いただきまして、簡単ではございますけ

れども、閉会に当たりましての挨拶とさせ

ていただきます。 

  本日はどうもありがとうございました。 

○議長（竹谷 勝君） 

  これをもって平成２７年第１回豊能町議

会定例会を閉会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

閉会 午後６時５８分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

第 １号議案 豊能町教育長の任命につき同意を求めることについて 

第 ２号議案 地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す 

       る法律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例制定の 

       件 

第 ３号議案 教育長の職務に専念する義務の特例に関する条例制定の件 

第 ４号議案 教育長の勤務時間、休日、休暇等に関する条例制定の件 

第 ５号議案 豊能町子どものための教育・保育給付に関する利用者負担 

       額を定める条例制定の件 

第 ６号議案 豊能町指定介護予防支援事業の人員及び運営並びに指定介 

       護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法 

       に関する基準等を定める条例制定の件 

第 ７号議案 豊能町地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準 

       を定める条例制定の件 

第 ８号議案 豊能町土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例制 

       定の件 

第 ９号議案 豊能町行政手続条例改正の件 

第１０号議案 豊能町一般職の職員の給与に関する条例改正の件 

第１１号議案 職員の管理職手当に関する条例改正の件 

第１２号議案 職員の退職手当に関する条例改正の件 

第１３号議案 豊能町立認定こども園条例改正の件 

第１４号議案 豊能町乳幼児等の医療費の助成に関する条例等改正の件 

第１５号議案 豊能町介護保険条例改正の件 

第１６号議案 大阪府豊能地区教職員人事協議会規約の変更に関する協議 

       について 

第１７号議案 平成２６年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１８号議案 平成２６年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 

       算の件 

第１９号議案 平成２６年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第２０号議案 平成２６年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 
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第２１号議案 平成２６年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第２２号議案 平成２７年度豊能町一般会計予算の件 

第２３号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第２４号議案 平成２７年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第２５号議案 平成２７年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第２６号議案 平成２７年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第２７号議案 平成２７年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第２８号議案 平成２７年度豊能町生活排水処理事業特別会計予算の件 

第２９号議案 平成２７年度豊能町水道事業会計予算の件 

第３０号議案 平成２６年度豊能町一般会計補正予算の件 

第１号議会議案 豊能町における地方教育行政の組織及び運営に関する法 

        律の一部を改正する法律の施行に伴う決議 

第２号議会議案 第２２号議案平成２７年度豊能町一般会計予算の件に対 

        する付帯決議 

第３号議会議案 豊能町議会委員会条例改正の件 

第４号議会議案 豊能町議会会議規則改正の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員       ４番 

 

        同    ５番 

 

 

 

 


